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安楽椅子にておくつろぎの末利博先生



末利博先生のご逝去を悼む

和田尚（京都教育大学名誉教授）

末利博先生は平成24年1月1日虚血性心疾患のためご逝去されました。享年95歳でした。先生は大

正5年岡|上l県にお生まれになり、岡山県師範学校本科第一部を卒業後、昭和16年に東京高等師範学校体

育科第一部、昭l:123年に東京文理科大学心理学科を卒業されました。卒業後は昭和23年より岡山大学

講師、昭和30年より愛知学芸大学荊師、助教授を歴任され、昭和37年9月より京都学芸大学に転任さ

れ39年より教授となられました。昭和55年に定年退官された後は、関西外国語大学教授として62年ま

で勤務されました。京都教育大学より佑薪教授の称号を授与されています。

日本体育学会理ﾘ、日本スポーツ心理学会理事、日本体育学会京都支部会長を歴任され、日本学術振

興会専門委員（科学研究醤分科会）他多くの役職に就かれました。こうした研究・教育活動や学会活動

により、昭和58年に京都府スポーツ尚、平成4年11月に勲三等旭日中綬章を受けられました。

先生は我が岡における体育心理学の草分け的な存在で、長年にわたり体育心理学の教育・研究に携わ

り多くの業紙を残されました。昭和35に概論番として「体育心理学（上下巻)」遁遙書院を出版され、

初期の体育心理学研究に一石を投じられました。先生は運動と身体の発達や運動の学習に朧Iする研究に

造詣が深く、多くの研究成果をもとに「身体発達の心理学」昭F1159年、不昧堂、「運動学習の心理学」

昭和65年、不昧堂にまとめられ出版されました。その他「スポーツの心理学」昭和63年、福村出版、

編著や「授業と学習心理学」昭和50年、明治図書、共著、「スポーツ心理学概論」不昧堂、昭和54年、

共著他多くの著普があります。多くの論文も発表され、今日の体育・スポーツ心理学の発展に多大な貢

献をされてきました。昭和40年より一年間文部省在外研究員として英国で研究され、論文や著書でその

成果を発表されています。

学内的には京都教育大学附属桃山小学校校長と附属幼稚園園長をそれぞれ4年間勤められました。教

育に対する熱意と円満なお人柄により、教員や子どもたちの人望も厚く名校長として君臨されました。

また附属の教育・研究にも関心をもたれ、大学と附属との共同研究にもご尽力されました。

先生はどちらかというと寡黙で多くを語られませんでしたが、学会や研究会での本質をついた的確な

助言や指摘は若手の研究者にとっては大きな存在でした。定期的に開催されていた体育心理学専門分科

会の関西支部における例会での先生の姿が懐かしく思い出されます。

先生は健康維持と趣味をかねて運動を自ら実践され、水泳やテニスを80歳過ぎまで続けられ、晩年も

散歩を欠かさず行っておられたそうです。家族の方のお話によります-と、お元気に大晦日の紅白歌合戦

を楽しまれた後、安らかに息を引き取られたそうです。

ここに哀悼の意を表するとともに、先生の体育心理学への多大なご貢献に対し心より感謝申し上げま

す。



巻頭言

体育心理学専門領域（分科会）「会報」の発刊によせて

日本体育学会における一般社団法人格の取得に伴って、

私たちの専門分科会は､平成24年4月1日より「体育心理

学専門領域」と名称を変更することになりました。こうし

た変化が今後の活動に対してどのような影響を及ぼすの

か霞現時点では読み切れないというのが正直なところですb

昨年度は、体育心理学専門分科会設立50周年の年に当

たり、50周年記念誌を発刊いたしました。ご協力いただ

きました会員の皆傑のおかげで､貴重な研究資料として今

後引用・参考となり得る内容構成となりました｡感謝申し

上げますb一読いただき、また保存いただけるようお願い

いたします6

名称の変更の意味するところからは､体育,心理学専門領

域が日本体育学会と連携を保ちながらも､以前よりも領域

独自の活動を求められることが考えられます｡そして、先

に取り組まれた記念誌出仮との意味ある重なりは､本年度

が私たちの専門領域にとって大きな区切りとなるととも

に､これまでの蓄積をもとに体育心理学のさらなる発展を

目指す第一歩として位置づけられるのではないでしょう

力も

これまで体育,L理学専門分科会では､スポーツ心理学と

の差異化が測魑の一つとなってきました。平成23年度か

ら適用されるようになった日本体育学会大会の研究発表

コードの改訂､そして専門分科会設立の草創期からの歩み

を編纂した50周年記念誌の発刊は、この課題に応えてい

くきっかけを与えていくのではないかと考えていまず~6

体育心理'学の独自性の追求は､専門性の明確化そして研

究領域としての魅力の向上へと置き換えられます上,体育学

が今ほど分化していなかった私の世代か学んだ体育心理

学の研究対象には､今では『酢M陸置くようになってしまっ

たものがいくつかあります(もちろん新たな研究対象への

取り組みといった､その後の拡大が認められるものもあり

ます)”発達、測謹平価、教科体育の指導、社会集団、他

がその例でず~b研究活動での“縄張り，､を主張するのは建

設的ではないのですが､体育心理学や心理学をバックグラ

ウンドにした者の取り組みは､たとえ|司じ研究対象であっ

ても、ベースの違いにより異なる展開、主張が期待出来る

はずで1－もときには、「体育,L理学を専門としている研究

荷だから出来る仕事である」と言われてみたいものです。

1

体育心理学専門領域会長中込四郎

このような専門領域ごとの研究対象の変化と同時に､採

用する研究方法においても変化を認めることができますb

例えば､他の多くの領域力輔完的に心理尺度･変数(例え

ば､パーソナリティテスト、情動尺度）を用いたり、尺度

開発がなされるようになったことですbどのような研究課

題であっても、そこに関わる“人"の存在に注目するかぎ

り、これは必然的な流れと言えるのかもしれませんbこう

した流れの中で、ときに､やや安易な尺度選択や開発･適

用､さらには結果の確かめや解釈のように印象づけられる

ことがありますもしかし､それらに強いてもの申すよりも、

私たちの専門性が多様な研究領域との連携を可能として

いることと受け止め､専門性を活かせる関わり方を模索す

る方が良さそうですb

これまで体育心理学の独自性をスポーツ心理学との差

異化を中心にして考えてきましたが､これは内輪というか

閉じられた見方であったとも言えま魂これからは､上述

のような他の専門領域との連携を通した独自性を追求し

ていく努力も必要のようです~bそしてその外向きに開かれ

た見方は､次なる新たな課題を生み出すことになるようで

す~bそれは、体育心理学専門領域としての社会貢献です。

すでに一部の理事からは､この辺りの事についての提案が

なされていますbこれまで会員個々のレベルでは､専門性

を活かして社会的な要請に応えたり､成果の還元をはかっ

て来ていますが、これからは、専門領域として､研究者間

だけでなく、広く社会に向けた発信をすべく、具体化に向

けた検討が望まれる段階あります~bそうした積み重ねによ

り、周囲からの体育心理学への興味関心か高まることは、

さらなる研究者予備軍の獲得に繋がるのではないかと考

えますも

岐後になりましたが､本年度の東海大学で0)学会大会を

最後に､事務局の吏替がなされます｡専門領域の事務局は

いつの頃からか､オリンピックイヤーの学会大会を境にし

て移動することになりました｡今年はロンドンオリンピッ

クの年であります兎これまでの4年間事務局を担当いた

だきました大阪体育大学の先生方にはこの場をお借I')し

まして、こころよし)感謝申し上げま表「あし)がとうごさ

いました｣‘，
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キーノートレクチャー1

"こころと身体”の相互循環因果関係

第63回学会大会のキーノートレクチヤーにおい

て、小生の未熟な研究をお話させて頂く機会を頂き

ました。体育心理学専門分科会の中込会長をはじめ、

学会委員会の西田先生、会員の皆様に感謝するとと

もに、お礼申し上げます。

小生は、これまで“こころと身体”の相互関係を

随伴する筋緊張が反応動作の情報処理に及ぼす影

響を通して、実験的にみてきました。用いた課題は、

主動筋でない筋の緊張を独立変数とし、主運動の総

合運動時間を従属変数としました。この実験で、「随

意的筋収縮が、覚醒水準に影響するか」という課題

は、従来の単一因果関係を用いて説明しようとした

とき、説明がつかないことが生じる可能性が出て来

ました。このことは、「随意的筋収縮が、覚醒水準

に影響する」という要素間の相関係数を求めるだけ

では証明できないことを意味します。そこで、「|随

意的筋収縮」と「覚醒水準に影響する」が相互に作

用し、その州|州倒係が循環しながら新しいパターン

を形成するのではないかという説明が必要と考え

ました。というより、研究指導を仰いでいた調枝孝

治先生のご指摘を頂きました。

この相互関係を「相互循環因果関係」といいます。

「相互術環因果関係」の考え方は、MagOrooh

Mal-uvanla氏によるものです。ここでは、「逸脱解消

相互因果関係（ネガティブフィードバック)」と「逸

脱増幅因果関係（ポジティブフィードバック）」の

2つの因果関係があると述べられています。逸脱と

は、目標値と実行値の差をいう。つまり、差を要因

間で相互に影響しあいながら解消し安定させてい

くものを、逸脱解消相互因果関係といい、逆に差を

要因間で相互に影響しあいながら増幅させて、新し

いものを生成していくことを逸脱増幅相互因果関

3‐

荒木雅信（大阪体育大学）

係といいます。私の実験課題の場合、「随意的筋収

縮の変化」が「覚醒水準の変化」を左右するだけで

なく、逆に「覚醒水準」のそれも「随意的筋収縮」

の変化を左右するという“相互因果性”をみいだす

ことができます。さらに、そのことが、主運動の成

績を左右すると考えられます。

以上の理論やそれに基づき作成したモデルから、

本研究で明らかにしようとする随伴する筋緊張に

よって、覚醒が起こっているか否かという疑問に対

しては、因果要因をみつけることで検討することが

可能です。つまり、間接的なインデックスの中から

根本的な原因を推論していくなら、そこに覚醒水準

に注目する相互因果仮説を立てることは不可能で

はありません。

例えば、種々の要因でス|､レスを感じ、それにし

たがって覚醒水準に変化が生ずる状況を仮定する

と、その結果として、運動成績に影響するさまざま

な身体的徴候（筋の緊張や弛緩など）が現れると予

想されます。これを因果関係の観点からみると、筋

の緊張状態の変化が覚醒水準の変化を生起させ、そ

の覚醒水準の変化がストレス水準の変化に影響す

ると-砦えられる。このような因果関係を、相互循環

因果関係といい、「逸脱増I|'高相互因果関係」を仮定

することができます。この考えを基準にして、操作

的に、低い水準から高い水準の段階的な筋の緊張状

態を、作り出すことで低い水準から高い水準の段階

的な覚醒水準を生起し、その時の運動成績をみるこ

とで、筋緊張と覚醒水準と運動成績の相互因果仮説

を検証することができると思います。これからは、

“こころと身体”の相互関係について、“術蝋”と

いう要素を加味して研究を続け･たいと思います”



キーノートレクチャー 1

｢キーノートレクチャー1」傍聴記

2011年9月25日から27日に鹿屋体育大学で行

われた日本体育学会第62回大会に参加した今年

度は，鹿屋体育大学の開学30周年の節目にあたる

年であり，全国唯一の国立大学法人の体育大学で体

育に特化した学会を行えたことは感慨一入であった

ただし，学会運営の実行委員ということもあり，学

会を楽しむことはできないだろうと思っていた,が，

運よく体育心理学専門分科会の会場に張り付くこと

ができた

今回のキーノートレクチャーは，大阪体育大学の

荒木雅信先生の「"こころと身体”の相互循環因果関

係を考える」であった．冒頭では，荒木先生の最近

の御研究についての説明があった．基本となる研究

目的は，こころと身体は相互に関連するという前提

に従い，主運動に関係する筋の予備緊張（随伴する

筋の緊張）が覚醒水準の変化を仲介して情報処理過

程に影響し，その結果として運動成績に影響を与え

るというモデルを検証することであった．具体的に

は，左右上肢の筋緊張水準が，左右~F.肢の伸展動作

の反応時間や運動時間に及ぼす影響を検証するもの

であったこの段階では，直感的に，サッカー選手

のシュート状況を思い浮かべ，腕に適度な筋緊張が

あると，キックの精度が向上するなどの妄想をした．

5つの非常にクリアな実験の結果を簡単にまとめ

ると，1）最大随意収縮の10％の筋緊張をピークと

して，単純反応，弁別反応，選択反応時間が逆U字

型を示す,2）最終的なパフォーマンスと刺激弁別時

間の間には顕著な相関関係が観測される,であった

これに基づき，随伴する筋緊張による求心性の刺激

によって，中枢の覚醒水準が変化し，心的過程の中

でも刺激処理が促進される．その最適筋緊張水準は

10％であると結論づけられていた直感的な妄想と

は異なり，筋の緊張が運動処理ではなく，知覚処理

に影響するという結果は，非常に面白く示唆的であ

った

さらに，荒木先生の話の核心はここからであった

4

中本浩揮（鹿屋体育大学）

今回の結果は，身体（筋緊張）→こころ（情報処理）

という因果を仮定できそうだが，独立変数と従属変

数を統制した研究でも相間間係に基づく解釈は，虚

偽の原因の誤謬（ごびゆう）をAl皇じさせる可能性が

ある，という洲枝先4弓の天の声（もちろん御健在）

を問いたそうだ．つまり,AはBの原因であると|司

時に,BはAの原因でもある可能性（相互循環因果

関係）があるということも解釈上考噛すべきだとい

うことだ．また，こころと身体の相~丘循環因果関係

を考えた場合，目際値と実行値の差である逸脱を要

因間で相互に影響しあいながら解消し安定していく

方向と（逸脱解消相_紅旧来関係)，逸脱を要因間で{:目

互に影響しあいながら燗II!冊させて新しいものを唯成

していく方向（逸脱哨IIIIM11互因果関係）があし),両

方をスポーツ研究に適川弓1－る必要があるとのことで

あった．このような弩えﾉﾉを|刑き，いつも因果に基

づく検証だけのli'rlぃ思芳をしている1ｺ分の視野の狭

さに気づかされた特に，逸脱1WII!冊の弩えば，運動

学習過程で牝じろ急激な礎化のｲ尽衡にあるような気

がした．

今回のキーノートで謡られた内容を更に検証-j-

ることは，非常に挑戦的な内容と感じたが，荒木先

生のそのような榊想に対して，『凋技先生が「やって

みんしやい」とおっしゃったことにも感動した．月

並みではあるが，行定からは何も生まれない．素粒

子ニュー|､リノの速度によって，特殊相対性理論ま

で揺らぐ現代の科学の状況からすれば，当たり前と

思っていることから逸脱して挑戦することに大きな

科学の進展があるのかもしれないと強く感じた．

最後になりましたが，恐らく最も交通機関の発達

していない鹿屋という土地に，果敢にも足を運んで

頂いた会員の皆様に心から御礼申し上げます．予想

を遥かに超える来場者数と発表数で開催できたこと

にスタッフーー|司感激しております．また，数々 のご

不便をおかけしたことに深謝いたします．



キーノーI､レクチャー2

司会報告

杉山佳生（九州大学）

勢に、尊敬の念を抱かないわけにはいかなかった。こ

ういった地道な努力に裏打ちされた豊田先生のレクチ

ャーは、質的アプローチの問題を本質的に廷酌¥するの

に最適のものであったと言え、参加者にとって実に貴

重な機会になったのではないかと思っている。

最後に、司会者からの謝罪を。豊田先生からは、多

くの方々のご意見を賜りたいとの希望を事前にもらっ

ており、レクチャー終了後、数分の時間が残っていた

のだが、そのまま閉じさせてもらった。豊田先生やフ

ロアの皆さんには申し訳ないことをしたという思いも

あるが、今回のテーマにかかる質疑応答や討議は、短

い時間では終わらない（終われない）だろうとの判断

で、このようにさせていただいた。ご容赦いただけれ

平成23年9月25日－27日に､鹿児島の鹿屋体育大

学で．日本体育学会第62回大会が開催された｡鹿屋体

大は、お晦辛にもアクセスがよい場所にあるとは言え

ず、学会参加を見合わせるという関係者も少なからず

いたが、私の初任校でもあり、昔の同僚に会うことを

楽しみにして、早々に参加の意志を固めていた。その

ような中、キーノートレクチャーの司会の依頼が舞い

込んできた。講師の豊田則成先生とは、専門とする領

域も違い、特に深い付き合いがあるというような間柄

でもなかったが、先生の活動や研究内容には以前より

関心を持っており、また、筑波大学大学院以来の知り

合いということもあって､お引き受けすることにした。

測題は「質的アプローチの可能性を探る」であり、

レクチャーは、質的研究を行う際の留意点について概

説するような形で進められた。詳細は、豊田先生ご本

人による「演者報告」に委ねるとして、ここでは、私

の印象に残ったことを二つ、述べさせていただく。

一つは、報告内容を、長い文章ではなく、樹形図を

用いて、わずか7枚のスライドにまとめていたことで

ある。「事例研究マイスター」の豊田先生が、私のよう

な「量的アプローチ研究者」にもわかりよいこの種の

発表資料を用意してくるとは、ちょっと予想していな

かった。もちろん、質的研究においても、簡潔な図表

を用いるような表現手段はしばしば用いられており、

また、量的アプローチと質的アプローチの接点を見出

そうとされている豊田先生のことなので、特段驚くよ

うなことではなかったのかもしれないが。

もう一つは、これはレクチャーの中で触れられたこ

とではないが、豊田先生ご自身が、グラウンデッド・

セオリー・アプローチやTEM(複線経路･等至点モデ

ル)、構造構成主義などといった様々な研究理論・アプ

ローチ法にかかる勉強会・研究会に積極的に参加して

いると、頂戴した資料に書かれていたことである。こ

のように‘労を惜しまず、新しい理論にも幅広く関心

を持って、情報収集あるいは自己研鎖に励んでいる姿

ぱ幸いである。

、

鴬

爵
・
…
’

イ
ム
キ
ー
派
１
》

盤

！
．
…

…歯………坤

Ｌ
Ａ

杉山佳生氏

5



キーノートレクチャー2

演者報告：質的アプローチの可能性を探る

私は、鹿児島に入ることをとても楽しみにして

おりました。その理由として、次の3点を挙げる

ことができます。

まず、発表前日に、兼ねてから望んでおりまし

た知覧特攻平和会館を訪問し､昭和20年大東亜戦

争末期における沖縄戦で、陸軍特別攻撃隊がとて

も悲しい歴史を刻んだ爪痕を目の当たりにするこ

とができました｡そこは､震災復興を切に願う我々

が、生きることの原点を垣間見ることができる

「場」でもありました。何より、若い命が日本の

為に犠牲になった足跡を眺め、私は胸が詰まり、

周りに輝る事なく涙しました。あとでも述べます

が、私の先祖もこの地を踏みしめたことがあり、

複雑な心境にもなりました。今、こうして大切な

命を全うできることに、ただただ感謝するのみで

あります。

次に、標記の題目でキーノートレクチヤーを担

当させていただきました。司会の杉山佳生先生（九

州大学）には、過分のご配慮を賜り、厚く御礼申

し上げます。昨今の質的研究の隆盛に相まって持

論を披瀝させていただく機会を頂戴したことをと

ても光栄に思います。何より、常日頃より怠惰な

取り組みしか出来ていない私にとって、大きなタ

ーニングポイントになりました。しかしながら、

質的研究法についての全てを概観することは、到

底、私の力の及ぶ範囲ではありません。従って、

発表では次のようなボインI､に絞り込むことにい

たしました。それは、1）質的研究法を駆使する

上で問題となっている事柄、2）「研究の問い」を

立てる、3）研究者の立脚点を明らかにする、4）

研究資料を集める、5）研究盗料を分析する、6）

研究成果を導き出す、といった内容でした。これ

らの項目の背景には、質的研究に取り組む研究者

－6‐

豊田則成（びわこ成躁スポーツ大学）

としての「質」の向上を目指す上で、いくつかの

提案が含まれておりました。特に、「正しい」と思

って導き出した仮説的知見を再度「疑いの目」を

もって眺めることの大切さは、私のみならず、フ

ロアの先生方も首肯いただける研究態度といえま

す。これには様々な視点からの議論を加味せねば

なりません。それにも関わらず、非力な演者故、

質疑応答の時間を設けられなかったことを深く反

省しております。皆様、何卒ご容赦ください。

最後に、最終日の鹿児島空港に向かう途中で、

ある寺院を訪れました。私の祖父は冒頭の終戦間

近に鹿児島綿織寺の臨番を勤めており、私が幼い

頃、戦死した方々の供蕊を重ねた話を切々と語っ

てくれました。私は、生前、その祖父が大好きで

した。それ故に、私は、兼ねてからこの地を訪問

することに大きな期待を寄せており、御陰さまで

念願を成就することができました。

鹿児島は、私のルーツを確かめる上でも、とて

も大切な「場」となりました。（終）

学

－－寺＝窪

豊田則成氏
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キーノートレクチャー2

｢キーノートレクチャー2傍聴記」

記録的回数で噴火を繰り返す桜島を遠くに眺め

ながら，第62回大会が始まった．今大会の個人的

な楽しみの1つが，大会2日目にあった哩田則成

先生の「質的アプローチの可能性を探る」と題し

たキーノートレクチ-1'－を拝聴することであった

どのような競技スポーツ体験によってアスリー

I､のこころは成熟していくのだろうか．このこと

に興味があった私は，これを修士論文のテーマに

選びインタビューデータと風景僻成法によって描

かれた図を分析するという方法によって，こころ

の波を捉えようと試みた．その研究成果の一部を

学会で発表した際に，豊田先生が「これおもしろ

いね」と励ましの言菜をかけて下さったことがあ

る．正直に言うと，インタビューデータによって

知見を導き出すことは師単なことではなかった．

特にトップアスリートヘのインタビューには，ヒ

ューマンネットワークが必要だしそれなりの費用

もかかるそしていざインタビュー本番では，目

の前にいるそのアスリートの人生の中で起きた出

来事について丁寧に，そして具体的に聴きとって

いく作業か何時間も続くしかしことはそう簡単

には運ばないなかなかアスリートの言葉が続か

ない，言葉にならないことも多い．それはインタ

ビューをしているこちら側の間魑でもある．つま

り，アスリートが語る物語をしっかりと聴き受け

止めていくだけの度量というか，器のようなもの

があるのかどうかが問われている気がする．イン

タビューが終わり逐語に起こす段になると，しっ

かりと聴けていたかどうかがさらにはっきりとわ

かる．何故ここをもっと突っ込んで訊かなかった

のか...といった類の後悔を何度もすることになる

何とかデータが収集できたら，次はいよいよ分析

し結果を導きだしそれに．考察を加えることになる

ところがこれまた簡単には蕎けない，手強い．こ

-7

石原端子（大阪体育大学）

ころの変化を捉えられる力が求められるからだと

思う．その力がなければ，アスリートのこころの

変化になんて気づけない．なんとか修士論文を書

き終えた時「もっと勉強をしなければインタビ

ューデータでこころの変化を捉えるなんて今の私

には無理だ.」と素直に思った．

さてレクチャーでは，ある資料が配布された．

その資料には，豊田先生が作成された図が6つ描

かれていた．研究を進めていく過程を6段階に区

切り（①問題点，②「研究の問い」を立てる”③

研究者の立脚点を明らかにする，④研究資料を集

める，⑤研究盗料を分析する，⑥研究成果を導き

出す)，それぞれの段階ごとの要点が論理的に整理

されていた．そしてすべてが「質的アプローチの

可能性を探る」ことにつながる問題提起となって

いた．訊けば豊田先生は修士論文も博士論文もイ

ンタビュー調査によって書かれたのだそうだ．「そ

の頃，本当に血を吐いたことがあるよ」とさらり

と言われたが，その後も一貫してインタビューデ

ータを扱っておられるつまI')図としてまとぬら

れたこの資料は，豊田先生の実践の知そのものと

いうことになる．例えば、①問題点の--つに質的

研究法の訓練を-|-分に受けていない「研究者の問

題」を挙げられていたが，レクチャーでは，この

ような点について的確に説明をされていかれた

私のような初学者にとっては当日この資料を頂け

ただけでも遠くはるばる鹿屋の地に来た甲斐があ

ったというものである．後日，研究室内でこの資

料についての話題が上った際,土屋裕睦先生も「こ

れは豊田プロトコルだれいいものを出してくれ

たね」と感心されていた．唯一の心残りは㈱60分

間では時間が足し)なかったことであるもっとじ

っくりと教えを請い，も）‐､度質的アプローチに

トライしてみたい．



シンポジウム

司会報告

伊藤豊彦（島根大学）

開学30周年を迎えた鹿屋体育大学で開催され

た第62回日本体育学会大会のテーマは｢動ける日

本人育成をめざして－する・みる．ささえる－」

です。このテーマは，子どもの体力低下傾向が依

然として深刻であり、しかも運動する子どもとそ

うでない子どもに二極化する傾向が指摘される状

況にあって、子どもの運動をどのように促進して

いけばよいのかを改めて我々に間うているように

思われます。

このような問題意識の下,本シンポジウムでは、

発育発達研究や運動不振研究の立場から子どもの

運動能力・運動量（運動習慣）の現状を把握した

うえで，動機づけや運動行動への介入にかかわる

研究から，運動を好きにさせ，運動習慣の形成を

はかるための運動促進の方法についての議論を深

めたいと企画しました。

まず，中村和彦先生（山梨大学）は，発育発達

研究の立場から、現在の子どもの運動能力の低下

問題が「低年齢化」と運動実施状況の「二極化」

に集約されること，そして，その直接的な原因と

して、「基本的動作の未習得」と「運動量の減少」

があることを指摘されました。特に、詳細なデー

タに基づき，現在の子どもの運動量が昭和40年

代･50年代のそれと比較して半減しているという

指摘は，運動能力の低下が深刻な問題であること

を改めて認識させるものでした。

次に，古田久先生（埼玉大学）は，運動不振

研究の立場から，運動不振学生の体育授業におけ

る「つまずき」経験，運動不振学生の「知覚一運

動」能力、体力、運動ぎらいとの関連に関する研

究を紹介され，運動不振の判定法についても言及

されました。

また，藤田勉先生（鹿児島大学）は，運動参

加を促進する重要な要因である内発的動機づけの

視点から、近年の主要な理論である自己決定理論

と達成目標理論を紹介しつつ、運動促進に関わっ

て、前者からは、3つの基本的心理欲求，すなわ

ち，自律性・有能さ・関係性への欲求の充足を、

後者からは、コーチ（教師）や仲間による課題関

与的雰囲気の醸成の必要性を指摘されました。

最後に，上地広昭先生(ll.1口大学）は，ソーシ

ャル・マーケティングの観点から、アメリカで実

施された子どもの行動変容を狙った大規模キャン

ペーン「VERB」と現在わが国で推進されている

「アクティブ・チャイルド60min.」の布例を紹介

され，体育でもスポーツでもない，自由で劣等感

のない第3の活動の必要性を指摘されました。

このような話題提供の後，フロアーから出され

た目標とすべき運動量の基準，外発的動機づけの

役割，学校単位で実施できるプログラム内容，運

動不振学生の意識の特徴，などについての面問を

契機に議論が行われました。

進行の不手際で，十分な議論の時間が確保でき

なかったきらいはありますが，子どもの運動能力

並びに運動促進のための取り組みの現状と課題を

共通理解できたのではないかと考えています。ま

た，今回のシンポジウムを契機に、心理学的な立

場から、子どもの運動促進に関わる実践的な研究

が行われることを期待したいと思います。

最後になりましたが，シンボジストの先生方、

大会組織委員会の先生方、関係各位に，この場を

借りて，改めて厚くお礼申し上げます。
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シンポジウム

演者報告：子どもの運動促進を考える

子どもの運動能力の現状と問題点：運動不振研究の立場から

1．はじめに

運動技能の脂騨・学習場面では,他者と同じように

練習を行っても,なかなか技能の向上が認められない

学習者が見受けられますbこのような学習者は｢運動

不振」と呼ばれますb運動不振を呈する者は，しばし

ば｢運動オンチ」という蔑称的なレッテルを貼られる

ため,運動やスポーツ活動への柵砺的な参加がI[膳さ

れることになりえます6

2．話題提供の内容

今回，私の方からは，1)運動不振の判定法，2)運動

不振学生の体力及び「知党一運動」能力，3)運動嫌い

と運動不振,4)遮助不振学生の体育授業における「つ

まずき」経験,の4つのトピックについて話させて頂

きました。それぞれの蜘各は以下の通りですb

運動不振の判定法については,小学生を対象とした

場合と大学生を対象とした場合があります。藤巻

(2002)の運動不振スクリーニングテストは小学生を

対象に33項目の基本的運動描指を誕而が評定して判

定するというものですも大学生用は，これを参考に，

判定する尺度(大学龍運動不振尺閲を作成しました。

運動不振学生の体力及び｢知覚一運動｣能力といっ

た運動遂行の基盤となるハード面の能力については，

これまでの研究の結果,非運動不振学生より有意に低

いことが明らかになりました。つまり，運動不振学堆

は，全身反応時間，視覚的能力(眼と手の協応動作な

ど)，及び体力(上体起こしや50m走など)が低いとい

うことですbこれは,学習の結果として獲得される技

能だけではなく，ハード面をどのように改善するかが

問題になることを示しています。

運動嫌いと運動不振の関係について,運動不振の学

生は,非運動不振の学生と比べて,運動嫌いの割合が

多く，また，運動・スポーツの実胴犬況も低いことが

分かりました。これは，「運動が苦手→運動が嫌い→

運動しない→運動が苦手なまま→・・・」といった悪

循環が存在することを示唆していますbこの悪循環を

どう|新ち切るかが重要な問題になるといえまず~b

以上は学習者に着目した場合で1~が,一方で連動課

題に着目し，運動不振学生の「つまずき」経験につい
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古田久（埼玉大学教育学部）

ても調べました。その結果，短R鴎佳走が苦手，走→跳

の系列的な動作が苦手，ボール投げが苦手，ボールの

軌道が予測できない,恐'布心がある，等のつまずきが

あることが分かりました。したがって，これらのつま

ずきを誘発しやすい運動課題を詳細に分析すること

が必要と考えられます6

3．おわりに

私自身,球技種目は好きですが，器械運動や水泳は

得意ではないため,あまり職極的にやりたいとは思い

ません。もっと上手に出来れば違うのに，と思うこと

もしばしばでした｡運動当役が苦手な人達も似たよう

な気持ちを持っているのではないかと考え,この5年

ほど研究を進めてきました。

今回の発表(話題提側でもギリギリまで準備に手間

取ったため,内容が分かりにくいものになっていたか

もしれませんbそのような中，ご静聴下さいました皆

様に感謝いたしますbまた，私の勉強不足もあり深い

議論ができず,司会の伊藤先生及び他のシンポジスト

の先生方にはご迷惑をおかけしてしまい､申し訳なく

思っておりま-j-b最後になりましたが，このような発

表の機会を下さいました分科会理事の先生方に感謝

いたしますも

竜･長~較君詳報一一一E，了吾＝~弓

占田久氏



シンポジウム

演者報告：「よいキャンペ'一ンが普及するのではなく、

本シンポジウムにおいて，私からは、米国の身

体活動増強キャンペーン「VERB」を例に挙げな

がら、ソーシャル・マーケティングの活用法につ

いて紹介した。VERBは，米国疾病予防管理セン

ターが主導で2002年から2006年までの5年間に

わたって,9-13歳までの子どもの定期的な身体

活動参加の促進や、保護者からの子どもの身体活

動参加への支援の強化を目的に米国全土で展開さ

れた。キャンペーン期間中は，子ども向け番組内

におけるキャンペーンCMの発信，ロゴ入りボー

ル50万個配布，キャラバン隊を編成しての移動遊

戯施設の巡業など様々な試みがなされた。

このキャンペーンの成果の一つとして驚異的な

普及率（認知率）の高さが挙げられる。VERBは

実施1年後には子どもの間における認知率が75％

に達し、メッセージ内容についても40％以上の子

どもが理解していた。わが国における「健康日本

21」や「運動指針2006」の国民の認知率がわずか

十数％に過ぎないことを考慮するとこの認知率が

いかに高いかがわかる。両者の違いは何によって

生じているのか。おそらく、これには、VERBが

潤沢な資金を背景に、子ども向けアニメ番組内の

CM,芸能人のブログ，漫画の人気キャラクターの

ポスターなど顧客志向的チャネルを利用してキャ

ンペーンメッセージを発信したことが大きく関わ

っている。一見すると、アカデミズムを志向する

学校や役所などの公的機関からは敬遠されそうな

このボピュリスティックな（大衆迎合的な）アプ

ローチこそがソーシャル・マーケティングの要諦

である。アカデミズムとポピュリズムは必ずしも

背反するものではない。たとえば、「円」であるこ

とと「四角」であることは二次元上では両立しな

いが、次数を一つ上げ三次元で捉えれば「円柱」

という形でこの矛盾を止揚することができるよう

に、キャンペーンの普及啓発に向けてもアカデミ

ズムとボピュリズムを高次で統合させることは可

能なはずであり、そのための方策を模索寸一る必要

がある。特に，日本は，アニメ漫画，ケームな

普及したキャンペーンがよいキャンペーンである｡」

上地広昭（山口大学教育学部）

どの子ども向けのコンテンツに関して極めて高い

文化的素地を有しており、この分野において世界

をリードしている。この子どもに向けコンテンツ

の文化的アドバンテージをキャンペーンメッセー

ジ発信のためのチャネルに利用しない手はない。

一方、このような大衆迎合的アプローチは、一

過性の流行で終わるのではないかとの懸念の声も

あるが、これについては、行動の「開始」と「継

続」（もしくは、動機づけの始発と保持）を分けて

考える必要がある。まず、行動を「開始」させる

ためには、子どもにメッセージを発信し、気づか

せ、興味を喚起させることが必要であり、行動を

いかに「継続」させるかはその先の課題となる。

現在、子どもの周りにはテレビ、漫画、ゲームな

ど様々な娯楽が存在し、子どもたちに向けて魅力

的なフック（興味を喚起させる針）が多数投げ掛

けられている。このような環境の中で、子どもの

興味を身体活動へ向けさせるだけでも－－苦労であ

り、あえて子どもに身体活動を選択させるために

はポピュリステイックな要素を織り交ぜることは

不可欠である。「品質保証付き商品」を扱うという

条件付きであれば、「良い商品が売れるのではなく、

よく売れた商品がよい商品である」という商業分

野のマーケティングにおける顧客志向の視座は極

めて有効ではないだろうか。

上地広昭氏

－10‐



シンホジウム

演者報告

藤田勉（鹿児島大学）

今回のシンポジウムでは，内発的動機づけの立

場から，運動の促進について発表させて頂きまし

た発表の内容は，自己決定理i論，運動有能感，

達成目標理論に関する欧米の先行研究と私が取り

組んできた研究の結果から，内発的動機づけの重

要性を述べるというものでした

自己決定理,浦については，動磯づけの連続体と

は概念上の位世づけのことであり，外発的動機づ

けから内発的動機づけへと動機づけが変容するこ

とではなく，各動磯づけは多面的な構造であり，

自律性の程度で各側面の高さが規定されているこ

とをデータで示しました．欧米の体育・スポーツ

心理学の研究ではこの考え方で研究が展開されて

いるのですが，フロアでは納得されない方もおり，

説明不足を実感しました．このことは反省点とし

て受け止めております．

運動有能感については，有能さを，他者（他人

よりもどのくらいできるか)，過去（過去の自分よ

りもどのくらい成長しているか)，課題（難しい課

題でも自分なりに上手くできるか）という3つの

観点から尺度化し，小学校4年生から中学校3年

生までの尺度得点は学年が聞くなるほど低いこと

をデータで示しました．実践的な研究では単元前

から後にかけて有能感が高まる報告もありますが，

長期的な視点からすれば，なかなか有能感を商め

ていくことは難しいのが現状です-．特に，もとも

と運動が苦手で有能感が低い子どもには他人より

上手くなることを実感させることは極めて難しく，

個人レベルの上達度で評価してあげることが重要

になりますが，これも現実的には難しいことです．

有能感を高めるあるいは低下させないための指導

法を開発することは永遠の課題だと思います．

達成目標理論については，達成目標の個人要因

である目標志向性と環境要因である動機づけ雰囲

気の先行研究の結果を紹介しました目標志向性

では自我志向性よりも課題志向性の方が，動機づ

け雰囲気ではIヨ我関与的雰|朋気よりも課題|卿ﾉﾗｰ的

雰囲気の方が，内発的動機づけと正の関連が強い

ことを説明しましたこのことは，内発的動機づ

けを促すには目標志向性が課題志向性であること，

動機づけ雰囲気が課題関与的雰囲気であることが

望ましいことを示唆しています．達成目標理論に

ついては，国内では文化的要因などが問題とされ，

海外では目標の数がどんどん増えて理論が複雑化

されているのが現状であり，専門的に研究をして

いないと理解が難しくなっています．

そして，近年では動機づけの自動性という研究

も始まりました．研究者間では盛り上がっていま

すが，指導現場に携わる方にとっては理解が困難

になっています．常日頃から，理論と実践の乖離

を感じておりますが，動機づけ研究の知見を指導

現場へ応用できるようになるにはまだまだ時間が

かかるような気がしますしかしながら，少しず

つでも指導へ生かせるような研究に取り組んでい

きたいと思います．本シンポジウムにて発表の機

会を下さったことに感謝申し上げます．また、シ

ンポジウムでお手伝い~下さった先生方やスタッフ

の方々に深く御礼申し_上げます．ありがと）ござ

いました．

露
日
鮓
懸
臓
隣
灘
煕
鐸

藤出勉氏
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シンポジウム

傍聴記

この体育心理学専門分科会報に傍聴記を書く

のは，2度目である．1度目は，私の敬愛する調

枝孝治先生のお話を金木犀香る古都奈良でお聞き

した感想を書かせていただいた．今度は，南国の

大自然が広がる鹿屋の地で,「子どもの運動促進を

考える」というテーマのシンポジウムについての

傍聴記である．

最初に，司会の伊藤豊彦先生から（島根大学)，

子どもの体力低下傾向が深刻な我が国の現状につ

いて，運動実施の二極化が指摘され，子どもの運

動実施をいかに促進するかが重要な問題であるこ

とについて説明がなされた

それを受けて，中村和彦先生（山梨大学）が，

今の子どもの現状について，世界の中で運動を最

もしておらず，運動能力の低下傾向も「低年齢化」

と「二極化」という特徴を示しているとの指摘が

なされた．さらに，基本的な動作が身についてい

ない子ども多く，動作の習得に格差が生まれてお

り，単一スポーツのみの実施で身体運動量も激減

していることの解説がなされた

また，古田久先生（埼玉大学）は，運動不振者

の特徴から，体力だけではなく、知覚一運動とい

う一連の流れを踏まえた指導や運動が苦手→運動

嫌い→運動しない→運動が苦手なままという悪循

環を断ち切る指導，運動のつまずきや失敗を分析

しそれを活かした指導が必要であることが指摘さ

れた

さらに，藤田勉先生（鹿児島大学）からは，内

発的動機づけの自己決定理論と目標達成理論から

運動の促進について述べられた

最後に，上地広昭先生（山口大学）から，ソー
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兄井彰（福岡教育大学）

シャル・マーケティングの概念や技術の説明がな

され，米国の「VERB」や我が'垣|の「アクティ

ブ・チャイルド60mm」の実例が紹介された‘

フロアの交えてのディスカッションでは，それ

ぞれの捉える「子どもの通勤促進」に対して活発

な意見の交換が行われた．このシンポジウムに参

加して印象に残ったことをいくつか申し上げたい．

まず，運動実施の現状として，中村-先を'三が指摘さ

れていた20～30歳代の通勤実施が極端に少なく，

体力や健康だけでなく，え|きがいとしての運動文

化の享受面からも問題であるという指摘が印象に

残ったまた，今のスボーソ・体育系の学籠の実

情を見ても，専門砿目以外は苦手でマルチに運動

ができる者が極端に少なくなっており，子どもの

単一スポーツのみの実施という弊害を示している

と感じた．さらに，運動不振者に関する研究が必

要であるにもかかわらず少ないとする古田先生の

指摘も改めて考えると確かにと納得のいくもので

あった．藤田先生が，運動を内発的に動機づける

大切さを指摘されたことも大変印象に残った．最

後に，上地先生が紹介された大規模な介入例につ

いては，このよう介入の一過性の効果は大変高い

と考えられるが，その後，運動をいかに習慣化す

るかが問題になるのいではとも感じた．以上のよ

うにまとまりのない内容となり大変申し訳ないが，

朝早くからのシンポジウムは非常に有意義な時間

であったことをご報告し，司会及び各シンポジス

トの先生方に感謝を申し上げま-す‐．
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口 頭発表 1

座長報告

本セッションでは、当初の発表予定は3件であ

ったが、1件の取り消しがあり、2件の発表が行

われ、その後、質疑応答などを含んだ討議が行わ

れた。

まず、第一の発表は、波題名が「両手協応課題

の左右の力制御に与える力レベルの影響」という

題目で、兵庫教育大学連合大学院の升本絢也先生

によって行われた。ご発表の内容は、左右の周期

的な力発揮において、発揮された力の総和を目標

に一致させる課題で左右の力制御に与える力レベ

ルの影響に関して、両手課題と片手課題を用い、

さらに力と運動間隔に関するフィードバック(FB)

提示の有無による違いから険討されていた。その

結果、両手課題でFBを提示したとき、弱い力発揮

では左右の力で相互に補正をしていたが、強い力

発揮では左右の力を結合させるような制御をして

いたこと、さらには、フィードバック情報の有無

にかかわらず、運動間隔の変励は両手課題のほう

が片手課題よりも小さかったことが報告された。

第二の発表は､「ストリートダンス基本動作およ

びヒステリシスの出現一相転移現象およびヒステ

リシスの出現一」という演題で、東京大学大学院

総合文化研究科の三浦哲都先生よりご発表があっ

た。発表の内容は、ストリートダンスの基本動作

における知覚一運動協調パターンの特徴について

力学系アプローチを用いて検討した結果、アップ

からダウンへの相転移現象とビート音の速度低下

によるヒステリシスが観察され、動作速度が1つ

の制御パラメータとなる2つの安定した協調パタ

ーンの共存及び、全身リズム動作が力学的法則に

従っていることが示唆されたことが報告された。

両者のご発表のあと、フロアからいくつかの質

問が出され質疑応答が行われた。升本先生の発表

に関しては、力レベルが弱いときの方が、強いと

きに比べて、より補正する必要があるとすると、

力発揮が弱いときは、両手協応動作におけるパラ

レルフェースのような調整をしており、力発揮が

強いときは、結合力が強いことから、インフェー
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森司朗（鹿屋体育大学）

スに類似したパターンのように感じ、この点につ

いて座長の方からも質問させていただいた｡また、

三浦先生の発表では、協調パターンの組織化にお

ける関節の動きや重力に対する動作方向の関係を

指摘されており、この点に関して、重力の重要性

や予測の影響やダンス経験の有無によって相転移

現象への違いが認められたことから、今回の課題

である全身リズム運動に関する運動能力などの影

響に関して質問がされた。また、今回は、両者の

研究は両手協応課題の左右の力制御に関する課題

とストリートダンス基本動作と異なる課題で制御

パラメータも力量と動作速度と異なるものであっ

たが、両者とも運動制御における自己組織化の問

題を扱われており、共通の問題点の指摘につなが

るのではないかと思い、各演題への質疑応答だけ

でなく、それぞれの研究に対して相互でもご意見

を出していただいた。

最後に、今回の発表が、大会初日の最初の口頭

発表であったためか、聴衆が少なかったのは残念

であったが、2人の発表者また参加していただけ

たフロアのご協力によってなんとかセッションを

終わらせることができたことに感謝したい。

=I
垂……

森司郎氏



口頭発表 2

座長報告

9月25日（日）13時から14時15分までの口頭

発表第2セッションの報告をさせていただきます。

3演題それぞれ15分間ずつの発表の後、全体でお

およそ30分の質疑応答が設けられました。比較的

共通性の低い3演題でしたので、質疑応答におい

ては、それぞれに対しての質疑ならびにコメント

という形となりました。概略は以下の通りです。

1題目、野口将秀先生（大東文化大学大学院）

は「指導者像同定の試みと指導者の在り方の模索

一高校時代の指導者を振り返って-」という演題で

発表されました。高校時代以降運動部活動を継続

している大学生を対象に、リーダーシップと社会

的勢力に関して発表者と共同研究者が作成した質

問紙を用いて、高校時代の指導者の指導態度につ

いて懐古的に回答させ、さらにその指導者に対し

ての「当時の思い」「現在の思い」について自由記

述を求めた結果が示されました。因子分析によっ

て、指導態度は「専門的態度」「民主的態度」「権

威的態度」「親和的態度」の4つから構成されるこ

とが示され、これらの因子得点に基づいたクラス

ター分析から、「専門的で権威的な指導者」「放任

的な指導者」「専門的で民主的な指導者」「人間関

係重視の指導者」という4タイプの指導者像が示

されました。古くて新しいテーマですが、競技者

とのマッチング、指導効果、競技者のストレスな

どとの関連で今後の発展が期待される内容でした。

2題目、門岡晋先生（大阪体育大学大学院）

は「学生アスリートを対象とした慢性的ストレス

指標としてのCARの信頼性の検討一連日の相関及び

トレーニング期分けによる検討一」という演題で発

表されました｡CAR(Col-tjsoIAwakenillgResponse)

は起床後30以内に唾液中のコルチゾール濃度が急

激に上昇する反応であり、慢性的なストレス指標

として適用されています．このCARの競技におけ

る慢性的ストレス指標としての可能性を検討すべ

く行われた研究でした。学生競技者を対象に準備

期、試合期、移行期という3つの期分けごとに、
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森恭（新潟大'糖教育学部）

それぞれ連続した211において、起床後30分以内

に唾液が採取され､(Z,ARのこの2111州での棚関と期

分け問の変動性が検討･され主した，結果として、

期分け間のコルチゾール淡唆には大きな違いが見

られなかったことに閲して、コルチゾール濃度が

わずかなストレスによっても変化する敏感な指標

であることが、測定のストレスをI又映させた可能

性も示唆されました。とはいえ、心理的な変化を

生理指標で示すという、心理研究徴であれば誰も

が望むマーカーづくりのため、さらに研究を進め

てほしいという声かフロアから’三がっています。

3題目、平II1勝土先ﾉ|皇（大阪体行大学大学院）

は「大学陸上競技アスリー|､のスホーツ障害受傷

期間の認知とス|、レス、ソーシャル・サポート、

コーピングの関連」という演題で発表されました。

まず、スポーツ活動の!|1での受傷や障害は、活動

の休止を止むなくすることによって競技者にとっ

て大きなストレスとなることが想定されました。

そこで、受傷からi"fl}までの期|川の認知によって、

受傷による活動休止経験のある大学生陸上競技背

を、（本人の）予想よりIi.Lい復帰群、予想通りの復

帰群、予想より遅い復帰群の3群に分け、群間で

のストレス認知が比較されました、予想より遅い

群が予想より11Lい群よしノも,所くストレスを認知し

ていたことから、受傷競技行に対･するゾーシヘ・

ル・サボーl､とコーヒングの亜要性が述診くられて

います。

偶然ではありましたが、3淡省ともに新進気鋭

の大学院生であり、それぞれの今後の研究の進展

に向けてのエールをお送りいただいたように感じ

られた、暖かいセッションであったと思います。

フロアの皆様からは、座艮の未熟をも補っていた

だき、誠にありがとうございました．改めまして、

このセッションにご参加いただいた全ての皆様、

ご準備をいただいた関係荷の皆様に、この場をお

借りして御礼申し上げます。



11頭発表3

第62回体育学会体育心理学専門分科会座長報告

第62回大会において、蕊者は口頭発表の第3セッ

ションの座長を荊り振られた。

第3セッションは2題の発表があったが、体育に

おけるダンス授業と学習意欲との関係性の検討，

お､kび，体育授堆における内発的動機づけ尺度の

械討，と両発表とも中学校もしくは小学校の体育

授業との1脚連性が深く，より教育現場に視座を瞳

いた研究であった．両発表者とも現職の教員であ

り，その意味では「体育」心理学専門分科会の発

表に相応しい演者と発表内容であったと言えるか
もしれない．

定刻通りに発表を開始したが、大会初日の最後

のセッションということもあってか30～40名のフ

ロアーで若干寂しさ感を禁じ得なかったのは残念

であった．また，本セッションの発表者が2名とい

うことは前述のとおりであったが，それでも3名の

発表者がいた他のセッションと同様に30分の全体

制･識の時間か設定されていた幾つかの質問や意

見等フロアーからの反応のある内は良かったが，

フロアーからの発言も途絶えた終盤，全体討論の

時間の使い方に苦慮し若干時間を残してのセッシ

ョン終了となってしまったこれはひとえに座長

の進行の拙さとご容赦願いたい．

なお，他に座長を担当された先生方からも指摘

があるとは思われるが，体育心理学専門分科会に

おける口頭発表が1日のみでプログラム上では総

計で6演題という少数であった．また，発表者もさ

ることながらフロアーにおいてもその参加者を眺

めると大学院生とおぽしき若手の研究者が多く，

また，主催者がせっかく用意していた会場にも空

席が目立ったように思われた．どうも今後口頭発

表セッションの在り方，持ち方等を分科会として

真蟄に検討すべき時期にあることは間違いなさそ
うである．

さて，與朧幸朝氏（琉球大学教育学部付属中学

校）他の発表は、「パフォーマンス課題」と「課

題解決学習」といった学習過程の違いによって体

育の学習意欲の変化にどのような相違があるかを

明らかにしようとするものであった中学3年生3

15名を対象に，それぞれ「パフォーマンス課題群」

と「課題解決学習群」に分け，13時間にわたるダ
ンスの単元の前後に体育における学習意欲検査(A
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遠藤俊郎（大東文化大学）

MPET)(西田,1989)と本発表者らが作成した主観

的評価尺度を実施して両群問の差を検討したもの

である．その結果，ダンス単元後においてパフォ

ーマンス課題群の方が意欲的側面でより向上し，

回避的側而でより低下しており学習意欲の変容が

見られたとしていた．しかしながら、フロアーか

らは，パフォーマンス課題群において，学習者に

十分にパフォーマンス課題として認知されるよう

な刺激の提示であったかという課題の設定方法に

ついて確認がなされたが，十分な説明が聞けなか

ったことは暖昧さが残り残念であったまた，ダ

ンスに関する好感度が高まったことと学習意欲検

査の下位尺度で変容が見られたことの連関性に関

してもう少し考察が深まっていれば・・・と惜し

まれた．

阿部真澄氏（新潟大学教育学部研究科）他は,D

acl&Ryan(2002)の自己決定理論に基づいて．有

能さ，自律性，関係性の3つの視点から成る小学校

の「体育授業における内発的動機づけ尺度」の作

成を試みた．「運動有能感尺度」（岡沢他,1996)

を参考に42項目から成る質間紙を作成し，小学校

高学年児童1,347名の有効回答を対象に因子分析

を実施し，「身体的有能さの認知」「統制感」「自

己決定感」「受容感」「被受容感」の5因子を抽出

したそして，それぞれの因子を構成する項目の

中から因子負荷量の大きな順に4項目を選択し，2

0項目から成る「体育授業における内発的動機づけ

尺度」を作成し，その信頼性と妥当性を報告して

いるフロアーからは，確かにDaci&Ryan(2002)

の自己決定理論では，自律性，有能感，関係性の3

つの欲求が満たされることにより，内発的動機づ

けが促進すると考えられているが，今日ではこの

論に基づいた発展的研究も多く行われており，必

ずしも3つの視点に拘る必要がないのではない

か？という指摘がされ，視野を広げた研究が求め

られた．また，今回は尺度の作成にとどまった研

究発表であったが，より教育現場に視座を置いた

研究とするならば，今後体育授業のどのような部

分で本尺度が有効活用できるのか，といった実際

の授業場面での適用可能性についても言及がほし

いところであった．



ポス ター発表1

ポスター発表記

体育学会62回大会は鹿屋体育大学で開催された．

母方の祖父母や親戚一同が鹿屋市に住んでいる私に

とって，鹿屋という土地は第二の故郷である．新幹

線開通に伴い新しくなった鹿児島中央駅を後に，バ

スとフェリーを乗り継ぎキャンパスへ向かう道中は，

学会発表という形でこの地に足を運ぶことになった

ことに感慨深くなった．火山灰と海と山の香りが入

り混ざった鹿児島特有の香りが徐々に自分の身体に

罰||染んでゆき，発表を前にした身体の緊張が少しや

わらいだように感じられた．

今回のポスター発表では，「ポーズの空間識別課

題における事象関連電位について」を報告させてい

ただいた‐報告を聞きに来て下さった先生や院生の

方々へは，研究の概要を説明し，本研究の持つ問題

点や今後の方向性について考えを述べた．その後，

研究への質問やアドバイスを頂き，ディスカッショ

ンの時間を得ることが出来た．議論していくと参考

にすべき先行研究や今後の検討課題などが明確に，

また，広がっていき，自分だけでは見えてこない研

究に対する多角度的な視点が得られた．発表時間帯

が重なっていた先生方とは，発表が終わった後に発

表内容や近況報告等を行うことができた．ポスター

発表は質問に来て下さった方とじっくり議論が行え

る点は非常に意義深いが，複数の演題が一斉に発表

となるため，発表時間が重なってしまった演者の方

へ質問する機会を得るのは難しくなってしまう．今

回のように，発表時間外で議論を行う機会が得られ

たのは非常に有意義であったので，懇談会のような

ラフな形でも毎日フリーディスカッションの時間が

設けられていると，よりたくさんの方々と情報交換
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永井夕起子（湊川短期大学）

ができるのではないかと思った．

体育学会の大会は，広い領域の分科会があり演題

も非常に多く，たくさんの演者の方々が集まる大き

な大会であるため，近接した領域の先生，院生方は

もちろんのこと，その他の領域の先牧方とも情報交

換することができ，年間に行われる大会の中でも特

に貴重な場である．研究が自分の専門性を深めてゆ

く営みであるがゆえに，広くを見る機会を失ってし

まうことも少なくないが，体育学会で発表すること

は自分の研究を体育という広いくくりのなかで客観

的に捉えることができる機会として意義深いのだと，

年々感じるようになっている．

今回の発表を通じ，新たな出会いもあった私に

とって人との出会いは,「あの先生に次の年も新しい

報告ができるように頑張ろう」といった，研究活動

を継続するための心の支えの一つになっている．発

表の場で出会った方については，論文を読ませてい

ただくことでも，専門領域や所属等ある程度知るこ

とができる．しかし，学会で実際に会話や議論をす

ることは，細分化され見えにくくなっている研究に

込められた芯の強い想いを，身体の感覚とともに記

憶に残すことができる．自分の中で日々生じる研究

活動に対する迷いや不安は，そのような他の先生方

の想いを思い返すことで溶解されているように思う．

今後も，私のポスターヘ足を運んできてくださった

方々とはもちろんのこと，領域に関わらず興味深い

発表に関しては，できる限り自らも質問し発表者と

議論を行い，演者の想いに触れることを心掛けたい

と思っている．

］
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ボ スター発 表1

ポスター発表記

鹿屋体育大学で開催された日本体育学会第

62回大会の体育心理学専門分科会におけるポ

スター発表を終えた感想を述べさせていただき

ます（ポスター発表をした当日の夜に執筆)。私

にとって、今大会のボスター発表は大学院博士

前期課程1年生のときに筑波大学で開催された

第56回大会から数えて7回目の発表となりま

した（月日が経つのははやいものです．．)。私は

大学院博士前期課程1年生のときから毎年欠か

さずボスター発表をしてきたのですが（研究の

質はさておき、10年間は毎回研究発表をすると

いうポリシーのもと）、今大会を振り返り、私に

とって‘《うれしかったこと”と“かなしかった

こと”について述べさせていただきます。

まずは‘‘うれしかったこと”です。私は主と

して生理指標を使用して研究及び実践活動を行

なっているのですが、その点に関して特化され

ている大阪体育大学の手塚洋介先生と奈良女子

大学の星野聡子先生から研究についてアドバイ

スをいただくことができました（厳しくも、あ

たたかいお言葉をいただき、ありがとうござい

ました)。実は､私は両先生の隠れファンでして、

私が大学院生時代には両先生の論文をよく読ま

せていただいておりました。そのため、今大会

のポスター発表は、私にとって大収種となりま

した。※両先生へ：次回は、もうちょっときち

んとした研究発表をしますので、またご指導を

いただけますようお願い申し上げます1

次に“かなしかったこと”です。日本体育学

会のメリットは、体育心理学以外の専門分科会

に所属されている研究者及び実践者との交流が

できることです（私個人の楽しみかもしれませ

んが)。しかしながら、ここ最近の日本体育学会

は各専門分科会があまりにも独立しているがゆ

－17‐

高井秀明（日本体育大学）

えに、一個人としては他の専門分科会との接点

がなかなかつくりづらくなってきています（こ

のことは日本体育学会だけでなく、日本心理学

会においても同様に感じることです)。“体育科

学”の発展を願う多くの人たちと接点をもちた

い私にとってはとても残念なことです。実際に

今回の私のポスター発表に対してコメント（質

問や意見等）をくださった他の専門分科会の方

は、殆んどいらっしゃいませんでした。研究発

表の内容“自体”に問題があったのか（他の専

門分科会の方に突っ込んでもらえる内容を意図

的に選定したつもりだったのですが．．）、またポ

スター発表の日時に問題があったのか等。その

理由については深く追及することができません

が、悶々とした気持ちになったのは事実であり

ます。

最後になりましたが、以前は体育心理学専門

分科会で研究発表を巌んにされていた30－40

歳の先生方がどんどん日本体育学会から姿をけ

されているように感じます。事実、私の実体験

として、日本体育学会の大会でまったくお会い

することがなくなった先生方と“体育科学'，と

はあまり関係のない学会の大会でぱったりお会

いすることがありました。私はこの現状に危機

感をもっております。さまざまな理由があると

思いますが（研究の方向性やライフスタイルの

変化等)、30－40歳の先生方には体育心理学専

門分科会をもっと活性化させるためにご尽力い

ただき、若手研究者及び実践者に刺激を与えて

いただけますようこころよりお願い申し上げま

す。右も左もわからぬ若造が好き勝手なことを

いい、申し訳ございませんでした。



大会参加記

大会参加記

I.はじめに

第36回大会から正式会員として大会に参加し､幾多

の論文、基調講演、シンポジウムに参加し、多くの心

得を獲得し、帰国後出来るだけ大会で手に入れたデー

タを参考に、大学での体罰受業や研究を進め、学生た

ちから大変喜ばれておりました。今年も例年通り、九

州南端に位置する鹿屋体育大学で行われた第62回大

会に鋤pし、幾多の,c得と感想があり、よって体育心

理学分科会の要請に応え、大会参加の記述、，L得と未

来への希望について提言致したく筆を執った分けであ

ります6

2．参加経経過のあらましと感想

9月24日午前8時10分のEVA航空で台北から福岡

へ飛び、九州新幹線で鹿児島中央駅へ、そして鹿屋行

きのバスで参り、目的地に到達したのが、午後5時半

でした｡そして翌25日から三日間特別バスで会場へ参

り論文発表、基調講演、シンポジウムなどに参加しま

した。その主なる内容や経過と感想は次のようです。

本大会で発表された論文総数は口頭350、ポスタ-

294､計644件､第61回大会のに1頭387､ポスタ-263、

計650件とほぼ|司数､そして15分科会の中で発表され

た論文数が50件以_上あったのが、体育方法学の98、

体育科教育学84、バイオメカニクス78、体育心理学

68であり､一番少ないのが体育史の21でありました。

体育心理学専門分科会の口頭及びボスター発表は多

岐にわたり、実験調査、テストなどを通して研究を進
めそれぞれの成果を発表されていました．しかし、あ

らゆる研究結果が現場に役立つかと考えれば、疑問を

抱かせる論文も少なくない感じがあり、一体何のため

の研究が、現場に還元できる研究なのかと研究者とし

て再び反省せねばならないと感じました。

その後、体育哲学分科会企画のキーノートレクチャ

ーとシンポジウムに参加し、友添秀則氏の「体育と人

間形成」研究の現在体育は人間を創るか？を拝聴し

深い感銘を受け､心の中で57年間もの長期に渡る「体

育教育」に携わってきた筆者の体験を振り返り、体育

が人間形成に貢献できるのではないかと思いました。

(勿論体育指導者の人格と指導技法が合理でなければ

と前提での話でございます｡）しかし、学問的な立場で

色んな角度からその事実を実証せねば人々の是認を狸

得できないと思います。そうふう訳で現在及び未来を
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呉，触i福（国立台北教育大学）

背負う体育界の同志に！早い期待を致しておりますb

二日目の午前は体育心蝿学],'j[I111分科会のキーノート

レクチャーに参加し、「こころと身体」の相互術環因果

関係を探索せねば指導の効率を商めることができず、

そして実践に役立つ研究を進めるためには｢礎的研究」

に力をそそがなければならないとﾙil感しました。

午後は本部企画のシンポジウムに参加し、武藤、金

久、阿江ら三氏の波者から「ジュニア選手育成へ向け

た体育学のq如各」について異なった角度から発表を聞

き、大変参考になりました。その後の4時20分から6

時20分に｢鯉災と大学体育･スポーツ｣について山崎

通蔭、村山ら三氏の報告を耳にし、体有人としてどう

すれば震災地の人にll愛かい手を差しだし再興を計れる

かを私j垂は考えて努力せねばならないと思いました。

三日目の午前中に参加して体奇心理学輔11分科会の

シンポジウムのテーマは「子供の運動促進を考える｣。

そして中村、古ﾛ'、藤田ら三氏から「発育発達の立場

から」「運動不振の立場から」「内発的動機づけの立場

から｣｢活動増強を狙ったポヒュレーシヨンアプIコーチ

の立場」から話を進められ、非常に索lli'『らしい内容だ

と感じたが、帰国時|川が迫ったのでやむなく静偏驚に残

ることが出来ず残念でした。

以上本大会に出席し、まる二日間の活動に参加し幾

多の,L得を得ることが出来、大変有意義であったと感

じております6

3日本体育学会に対する未来への希望

1)各分科会とも､より-.-歩体育実践効果につながる研

究を普i遡化そして強化する…そのために徹底的な現状
の把握、効率につながる理論の探索と方法の開発。

2)体育を通しての人間つくりが可能であることを重ね

て実証し、文科省ばかりでなく世間の人々 に体育の価

値と重要性を認めさせること。

3)社団法人としてのH本体育学会の存在感(意義、功
能)をより一歩間めること。
以上、限られた細|!周で意に普せない面が多くありま

したが、筆者の心の中に残りました重点だけを記し、
大会参加記と致しま-ﾘ~b
2011年10月3日匡|立台北教育大'学にて



Ⅱ、研究会の活動報告
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スポーツ社会心理学研究会

平成23年度の関東地方は,計画停電からスター

トしました．過ぎてしまえばああそうだったなあ

という感じになってはおりますが，余震の続く中，

入学式は行われるのかをまず心配しました．新学

期の開始の遅れた大学も多く，夏も計画停電の影

響で早く夏休みに入り，これはラッキーと感じた

ものです生活の不安が低減したことが何より幸

いでした．

さて，社会心理学研究会は単独では研究会を

開催していません．昨年この会報で事務局の杉山

佳生先生（九州大学）がご報告したように動機づ

け研究会と合同で研究会を開いたり，スポーツ心

理学会でラウンドテーブルを開催したりしており

ます

日本スポーツ心理学会第38回大会(2011,

10月，於日本大学）では，自主シンポジウ

ムBで土屋裕睦先生（大阪体育大学）の企画で「ス

ポーツ集団研究における今日的視点一ラボ研究か

らフィールド研究へ－」を行いました．筆者は指

定討論者で参加しましたが，集団に関する研究は，

カナダでも継続的に研究がおこなわれています．

次に,2011年11月に台北で行われたアジア

南太平洋スポーツ心理学会のスポーツ社会心理学

の研究動向を報告致します．キーノートにカナダ

のDr.MarkEys(W1lfridLaurierUniversity)

が参加されました．彼は，経歴から集団凝集性の

A.V.Carron教授の教え子だと思います‘スポーツ

集団における競技者の役割認知を題材に，役割の

明快さ，役割への満足，役割の受容が重要な認知

であることを示しました．この写真はEysのスラ

イドです．

同じくカナダのDr.JeanC6te(Queens

Universlty)のキーノートは子どもの競技スポ

ーツの学習環境についてでした．そこでは最適な

手段や特別なコーチング，正式なスポーツ環境が

21‐

阿江美恵子（東京女子体育大学）

為

毒

脚

鯉愚息鰯撒騨

歯

整っているとは限らなくても効果的な学習環境に

なることが示されました．子ども時代の遊びのち

ょっとした経験や子ども主導の自由な活動が重要

な役割を果たしているというデータです‘日本で

も競技スポーツの早期教育や種目の囲い込みが目

立つようになっていますので，早晩このような研

究が必要になるのではないかと思います．

最後になりましたが，スポーツの社会心理学

的問題に関心をお持ちの方は，どうぞ下記までご

連絡ください．

お間合先

スポーツ社会心理学研究会事務局

杉山佳生（九州大学健康科学センター）

sugiyama@ihs.kyushu-u.ac.jP



メンタルトレーニング・応用スポーツ心理学研究会報告

本研究会は、東海大学を事務局として全国各地

で毎月または毎週研究会を開催している。その目

的は、競技力向上を目的としたスポーツのメンタ

ルトレーニングの情報交換である。ここでは、研

究はもちろんのこと現場での実践を主な目的とし

て研究会を開催している。2011年度は、北海道支

部会では5月の連休における2日間講習会、2月

には旭川において高校野球連盟と合同の講習会を

開催した。栃木支部会では、毎月1回の情報交換

会や講習会も開催した。関東地区研究会は、毎月

1回の情報交換会を青山学院大学で行い､3月には

初級編・サッカー用講習会を開催した。静岡県研

究会・愛知研究会・関西地区研究会でも毎月1回

の情報交換会を開催した。東海大学研究会では、

大学の授業がある期間は毎週1回の情報交換会を

開催し、毎回100名以上の参加者があった。5月

の連休には新1年生用講習会が開催され1600名

の選手・指導者・保護者が参加した。また6月に

も1日講習会、1月には野球用講習会が開催され

た。2011年度は、新たに横須賀地区研究会がスタ

ートし、数回の情報交換会を開催したところ、少

年野球やサッカーの選手や指導者を含めた、小学

生年代の選手やチームの参加があった。また指導

者の要望もあり、横浜地区研究会を数回開催した

ところ、指導者と保護者に限定した形で情報交換

会を開催した。ここでは、保護者のメンタル|､レ

ーニングプログラムが紹介され、1．親が子供に

やっていいこと・やってはいけないこと、2．親

が指導者にやっていいこと・やってはいけないこ

と、3．親同士がやっていいこと・やってはいけ

ないことの話題提供とそのことに対しての質疑応

答、さらにはディスカッションがあり、今後もこ

のような情報交換会を開催してほしいという要望

が出された。このように、今までは、指導者およ

び大学生・高校生・中学生の選手が参加していた

→22‐

高妻容一（東海大学体育学部）

研究会に、小学生も含む年齢の若い子供（選手）

たちや保護者という立場の人々がメンタルトレー

ニングに興味を持ち研究会に参加するようになっ

てきた。またある高校野球部は、保謹者会での保

護者に対する講習の依頼などもあり、選手・指導

者・保護者のチームワークの向上を目的とした講

習会を実施した。研究会に参加する指導者の多く

が、コーチングの中でメンタルトレーニングを導

入しようとするが、実際に現場で導入するには知

識や指導経験の問題、さらにはコーチングとメン

タルトレーニング指導やサポートの違いから、継

続することが難しい。そのために、チームにサポ

ートするスタッフ（学生メンタルトレーニングコ

ーチ）の要望が多くなっている。街格を持てば、

スポーツメンタルトレーニング指導士というタイ

トルが使えるが、資格を目指す学生たちの研修の

場として、そのような要望があるチームにサポー

トスタッフを派遣する制度を東海大学では構築し、

現場のニーズに答えている。このメンタルトレー

ニング・応用スポーツ心理学研究会は、資格を目

指す学生の研修の場としても活用し、現場の選手

やコーチと情報交換をする研修をする場ともなっ

ている。それ以上に、現場の選手や指導者に対す

る普及活動としての役割も大きくなっている。し

かし、本研究会では、現場での実践を中心に活動

をしているため研究者の参加が少ないという問題

がある。

今後は研究と現場の懸け橋としての貢献ができ

る研究会に発展させていきたいと希望している。



運動学習研究会

運動学習研究会は2011年で20回を数えるに至

りましたその記念すべき20回目の研究会は，8

月22日から24日の3日間で,愛知県蒲郡市にあ

る西浦温泉銀波荘での開催でした．名古屋の市街

地から車で約90分．喧騒を離れた海岸沿いの温

泉宿で，約50名の参加者全員が全ての発表を聞

き，じっくりと議論に浸る実に賛沢な会となりま

した．本研究会の最近の傾向としては，体育・ス

ポーツに関連した方だけでなく，運動の学習や制

御，感覚など，身体運動に関連した様々な分野の

方々が多く研究会に集うようになりました．それ

に伴って，発表のテーマも基礎的・実験室的な心

理物理実験から，スポーツやリハビリテーション

の現場を対象とする実践現場により近い観察報

告まで多岐にわたり，いよいよ学際色が強くなっ

てきています．多様なバックグラウンドを持つ参

加者が様々な視点から投げかける質問やコメン

トは，時には思いもよらない角度から問題の本質

を鋭く突いてきます．普段とは一味違った切り口

から展開される議論はいつでも新鮮で，この特有

の雰囲気が新しいリピーターを増やしているよ

うです‘第21回運動学習研究会は大阪大学豊中

キャンパスを会場に，2012年6月16日（土）17

日（日）の2日間で開催されることが決まってい

ます．今年は昨年より一日短い会期となりますが，

交通の便の良い会場ですので，多くの方の参加が

期待できそうです．現時点ではプログラムの詳細

は未定ですが，興味深いテーマが数多く発表され

ることでしょう．興味のある方は以下のホームペ

ージから情報を得てください．

http://www.htc.nagOva-u.ac.1P/~vamamoto/imls/

昨年は研究会以外でも積極的な活動を展開し

ました．2011年10月8日～10日に日本大学文

理学部で開催された日本スポーツ心理学会第38

門田浩二（大阪大学）

回大会では，本研究会のメンバーが中心となり，

ラウンドテーブル・ディスカッションを開催しま

した．「集団スポーツのダイナミクス」をテーマ

とし，宮崎真氏（山口大学）と門田が企画を手掛

け，樋口貴広氏（首都大学東京）が司会を，木島

章文氏（山梨大学)，横山慶子氏（日本学術振興

会PD･北海道大学),山本裕二氏（名古屋大学）

といった本研究会会員と，非会員ですが共同研究

者の山際伸一氏（高知工科大，現筑波大学）を加

えた話題提供者で，最近の研究会で議論の的とな

っている集団行動のふるまいに潜むダイナミク

スの解明に向けた取り組みと，計測から分析まで

の最新の情報を提供しました．会場は満席で立ち

見が出るほどの聴衆が集まる盛況ぶりでした今

後も本研究会からユニークな情報を発信できる

よう，メンバーと励んでいきます．興味を持って

いただけたら，是非，来年度の研究会にお越し下

さい．お待ちしております

･23‐



スポーツ動機づけ研究会

佐々木万丈（日本女子体育大学）

の高い研究論文をつくりあげるには？」（コーデ

ィネーター：北村勝朗、東北大学）でした。

今回の特別企画である3つのランドテーブルで

は活発な意見交換が行われました。負けず嫌いに

関しては、動機づけとの深い|對連が予測されなが

ら、その定義や実態は明確でないことが確認され

ました。また、スポーツ行動の動機づけに関する

文化差の考察では、人間関係維持のためのシステ

ムの違いや、それが原因になっていると考えられ

るスポーツ場面の行動の違いなどの詳細Iな国際比

較の必要性が指摘されました。さらに、質の高い

論文をつくるためのディスカッションでは、論文

を投稿した際の査読者とのやり取りの体験や、自

分が査読者になったときの体験などから、論文と

しての完成度を高めるためのポイントや、論文そ

のものの内容や価値、有用性を高めるために考え

るべきことなどが議論されました。いずれにおい

ても、参加者の皆さんは熱心に、ときには和気あ

いあいと討論をされていました。

2012年は、第10回の記念大会になります。今

後も、参加者が新たな発見をし、自らの研究への

動機づけが高められるような研究会になるのでは

ないかと感じております。動機づけに関心のある

方や参加希望の方は、下記までご連絡下さい。

2011年の第9回スポーツ動機づけ研究会は、大

震災と原発事故のため開催が一時危ぶまれました。

しかし、会員の皆さんの協力により、11月26日

（±）、27日（日）に、日本女子体育大学におい

て無事開催されました。参加者は総勢33名でした。

今回は、会期の変更で内容を変えざるを得なく

なりましたが、それならばと、参加者の皆さんが

これまで以上に主体的に意見交換ができるように

プログラムが工夫されました。すなわち、例年通

りの会員による研究発表やキーノートレクチャー

の他に、3つの個別テーマによるラウンドテーブ

ルが企画されました。研究発表と話題提供はいず

れも60分で、この研究会の特色でもある、じっく

り、かつ活発な意見交換ができるように時間枠が

設けられました。

第1日目は、会員による研究発表が2演題、キ

ーノートレクチャーが1演題、そしてラウンドテ

ーブルが1演題の内容でした。具体的には、研究

発表が「スポーツ選手の困難な体験：自己のPK失

敗経験からの考察」（小林洋平、中京大学大学院）

と「トップアスリートヘのモチベーションビデオ

提供の事例報告」（永尾雄一、国立スポーツ科学

センター）、キーノートレクチャーが「動機づけ

面接」（松本裕史、武庫川女子大学）、そしてラ

ウンドテーブルが「スポーツ選手の負けず嫌いを

考える」（コーディネーター；佐々木万丈、日本

女子体育大学）でした。

第2日目は、会員の研究発表が2演題、ラウン

ドテーブルが2演題実施されました。具体的には、

研究発表が「IZOF理論：情動状態とパフォーマン

スの関係」（蓑内豊、北星学園大学）と「対人関

係性の認知と学習動機意欲、抑うつ性との関連

性」（西田保、名古屋大学）、ラウンドテーブル

が「日本人的なやる気について語り合う」（コー

ディネーター：磯貝浩久、九州工業大学）と「質

■

西田保先生

（052-789-3952、nishida@htcnagoya-u.ac.jp)
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研究室紹介

島根大学教育学部健康・スポーツ教育講座スポーツ心理学研究室

はじめに

島根大学は、古事記に代表される神話のふるさと、

島根県の松江市と出雲市（|塁学部）に位世する国立

大学法人で、法文学部、教育学部、医学部、総合理

工学部、生物涜源科学部の5学部約5,000名の学生

が学ぶ国立大学としてば中規模の大学です。

筆者が赴任した昭和56年淵時の教育学部は､学生

定員300名の地方にしては大規模な学部で、小体、

中体､特体合わせて1学年約50名、研究室全体では

200名の学生を抱える雌も大きな研究室でした。現

在でも多くの卒業生が、,〔断根･鳥取両県を含む中国．

四国はもちろんのこと、近畿、九州の学校教員とし

て、また、研究者として活雌しています。

その後、平成6年に教育'学研究科に保健体育専攻

を設置したものの、多くの教興艇成大学．学部がそ

うであったように､教貝採用率の低下から、改組(い

わゆる0免課縄のI没慨）や'!jを部定興の削減を繰り返

すという時期を経験し、』IzI)lt15年度には､お隣の鳥

取大学地域教育'1全部（当時）との協I雛を|ﾙl始し、平

成16年度の|到立大学の法人化とIITI時にそれまでの0

免課程を廃I上し、′，}た校教行I猟怪のみの「教員産成特

化型学部lとして(1)スタートし、現在に至っていま

す。

学部の学生定興はl70f1、健康・スポーツ教育専

攻生の定員は16名とかなし)縮小されています．教員

についても退職不補充を繰ﾚ)返し、現在は、健康．

スポーツ教行講座に7名、初謀教育開発講座に1名

と半減していますが、協力して、教獲教育と教員養

成に携わっていまぅー ｡

スポーツ心理学閲迎授業について

学部の授業は、スポーツ心理学慨愉、演習、実験

と3科目を開諭していま1－が､教員免許法の関係で、

いずれも必修ではありません。ただ、概論はほぼ専

攻生全員が履修してくオL圭弓1－ので、運"jそのものを

理解するという観点から「連動技能の換得｣、子ども

を理解するという観点から「動磯づけ｣、教員あるい

伊藤豊彦（島根大学）

はスポーツ指導者としての役割を理解するという観

点から「社会心理学」の3つの内容から構成してい

ます。演習と実験では、情報検索論文購読デー

タ収集、統計処理などを組み入れ、卒業論文の作成

に役立つように配慮しています。

本専攻では､3年次から研究室に所属する関係上、

演習と実験を履修する学生は数名のスポーツ心理学

専攻生に限られており、24年度は、4年生4名、3

年生4名の計8名です。

平成20年に教育実践開発専攻と教育内容開発専

攻の2専攻に改組した大学院教育学研究科（修士課

程）では、教育内容開発専攻の健康系教育コースに

「保健体育科内容職成研究特論（体育心理学分野)」

を開講しています。しかし、教員希望の学部生は、

卒業時に大学院進学よりも識師を希望する者が多く、

進学者が確保できない状況が続いており、授業の開

講も毎年というわけではありません。ちなみに今年

度の院生はコース全体でM2が3名、M1が1名とい

う状況で、スポーツ心理学専攻生はおりません。
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卒業論文のテーマからみる学生の興味の動向につい

て

前述のように、スポーツ心理学領域で卒業研究を

行うものは多くはあし)ませんか、メンタルトレーニ

ングやバーンアウト、リーダーシップなど運動部活

動での経験に基づくものが多いように見受けられま

す。教員養成という学部の性格上‘体育の学習指導

にかかわるテーマを選択してほしいと願ってはいる

のですが、当方の指導力不足も相まって、学生の関

心は自らの運動部経験や運動部活動を指導1－る教員

に関心があるようです。

指導上の問題点

さて、最近、中教審特別部会で教員の資質能力の

向上の問題が取り上げられるなど、教員養成を取り

巻く環境に大きな変化が予想されています。その渦

中にいる教員として、IJごろ感じているいくつかの



問題（悩み？）について最後に触れておきたいと思

います。

まず第1に、学生の教員志望率の低下です。教員

養成学部の根幹にかかわることですが、本専攻でも

最終的に教員を志望する学生は50～60％程度にと

どまっているのが現状です。特に、人口の減少が著

しい山陰両県では教員採用が激減したこともあって、

警察や消防をはじめとする公務員や企業への志望が

高い状態が続いています。入学時点で教員を志望し

ないと明言する学生もいて、がっかりすることもま

れではない状況です。学部の性格上、教員養成は死

活問題なのですが、不本意入学した学生と教員の双

方にとって不幸なことと考えています。

とはいえ、スポーツそのものには関心の高い集団

ですので、学習内容を工夫しつつ、可能な限り教員

志望率を高めていきたいと考えています。幸い、本

学部では、卒業要件の単位以外に、1年次からの教

育実習を含む1000時間に及ぶ体験学修活動を必修

化しており、専攻生も小中学生の部活動指導や社会

教育活動に積極的に参加しています。このような体

験と授業との関連を高めていくことが1つの方向で

はないかと考えているところです。

第2に、スポーツ心理学の内容にかかわる問題で

す。同じスポーツ心理学といっても、広義のスポー

ツ指導者を目指す学部と本学部のように教員の養成

を目指す学部とでは、その内容におのずと違いがあ

るべきではないかと、これまでおぼろげながら考え

てきました。その1つが、先ほどの本学部でのスポ

ーツ心理学の私なりの内容なのですが、これについ

てはいまだに解答が見つかりません。可能であるな

ら、このような問題について体育心理学専門領域全

体として取り組み、教科書作成といった方向に向か

うことを期待しているところです。

おわりに

以上、とりとめのない研究室紹介を続けてきまし

たが、教員学部における教員の養成という社会的使

命がますます強化されていく中で、スポーツ心理学

も、それを意識した取り組みがますます重要になっ

ていくと考えています。教員養成の修士レベル化や

教員免許状更新講習をはじめとする現職教員に対す
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して必要な知識や技能の習

ｳ､、何をしなくてはならな

水として取り組む時期に来

る指導も含めて、教員として

得に対して何ができるのか、

いのか、個人を超えて全体と

ているように思います。

ー
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行動科学に基づく大学新入生の健康づくり介入研究

一宿題を課す体育授業デザインを用いて－

木内敦詞（大阪工業大学）

学位：博士（教育学)，授与機関：九州大学

取得:日:2011年11月30日，指導教員：桶本公雄教授

0論文概要

本論文は，健康づくりのための大学体育授業の教育

実践およびその介入効果の検証を中心にまとめられた

ものである具体的には，欧米のヘルスプロモーショ

ンで近年特に注目されている行動迩容理論・モデルに

基づき，日常の健康行動に関する「宿題」を併用した

体育プログラムを大'学新入生対象に実践し，その介入

効果を他の一般的な体育授業受瀧生との比較から検討

することが，本研究の目的であった‘

まず序論において，本研究の背景と意義を述べた．

また，この領域に関連する先行研究を概観し，それら

の課題を明確にしたその後，木論における第1部で

は，本研究を展開していくための根拠およびその指針

を得るため，大学新入生男子約1000名の生活習|賀・健

康度と修学状況の実態把握を行った．ここではまず，

生活習|償と取得単位数の関係について検討を加えた後，

大学新入生の生活習’|側および健康度の年間を通じた変

化を把握した続く第Ⅱ部では，健康づくりのための

大学体育授業の方法論的検討およびその効果検証を行

った．まず，体育実技の授業終了時において，スポー

ツ活動中の自己を心理的・社会的・生理的側面から振

り返り評価するセルフ・モニタリングの効果を検討し

た続いて，体育授業時間外の日常生活場面における

自らの健康行動をセルフ・モニタリングする宿題を課

すことの効果を検討したその後，第ⅡI部では，体育

の宿題に加えて，行動変容技法と身体活動ピラミッド

の概念学習を豊富に組み込んだ身体活動増強プログラ

ムを体育授業の中で実践するとともに，その介入効果

を心理・行動・生理的側面から包括的に検討した．本

論の構成を図lに示す．以下，本研究で得られた知見

を述べる．
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図1．本論の構成
本研究から得られた知見

1．大学新入生の生活習慣・健康度と修学状況の実態

（1章－2章）

本論の第1部では，大学初年次における健康教育の

必要性およびそのプログラムの指針を得るため，大学

新入生男子約1000名を対象に，健康度・生活習|賞診断

検査(DIHAL;徳永,2003)による調査を行った．具体

的には，春学期終了時の生活習慣・健康度と春学期取

得単位数の関係を検討するとともに．彼らの生活習

慣・健康度の年間を通じた変化を経時的に検討した

その結果，①生活習慣の良否，とりわけ食事や睡眠を

軸とした規則的な生活リズムが取得単位数の多寡と関

係のあること，②生活習|賞全般の頚上は大学入学直後

からでなく夏期休暇をきっかけに開始し，食事･I郵民

の規則性の悪化や，活動強度によらない身体活動の減

少が顕著であること，③秋学期開始後，低い強度の身

体活動（日常活動性）は回復する一方で，中等度以上

の弦渡の身体活動（運動・スポーツ）は冬期へ向けて

さらに減少していくこと，④朝食摂取頻度の低~ドと座

位行動(TvPc使用時間）の増加は，入学後の大学生活

の進行とともにゆっくりと着実に進行1-ること，等が1

-31．
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明らかとなった．

以上より，食事・運動･H郵民といった生活習|貫全般

に関する健康教育プログラムの実践が大学初年次の年

間を通じて必要であり，それらの改善を意図した働き

かけを各健康行動の謡上するタイミングを考慮したう

えで実施すべきことが示唆された．これに基づき，本

研究の健康づくり介入プログラムでは，入学直後から

の春学期には生活習|貫全般の改善を，夏期休暇後の秋

学期には身体活動の増強を，各々意図した介入を行う

こととした．

2．健康づくりのための大学体育授業の方法論的検討

とその効果ｵ舞証（3章－6章）

本論の第Ⅱ部では，まず，体育実技を健康づくりに

役立てる方法論を検討した．具体的には，体育実技終

了時にスポーツ活動中の自己を心理・社会・生理的側

面から振り返り評価（セルフ・モニタリング）する介

入プログラムを大学新入生対象に実施し，非介入群と

の比較からその効果を検討したその結果，介入プロ

グラムは運動実践の恩恵知覚を高める一方で，授業時

間外の日常における身体活動量には何ら影響を及ぼさ

ないことがわかった．そこで次に，日常生活における

健闘子動をセルフ・モニタリングする「宿題」を体育

授業の課題として採用し,他の体育授業との比較から，

その介入効果を検討した．その結果，宿題型体育授業

は,春学期の介入において,食事,休養（低い強度の）

身体活動といった，生活習慣の全般を改善することが

明らかとなった．続く秋学期の身体活動増強を意図し

た介入は，低い強度だけでなく中等度以上の強度の身

体活動を増加させるとともに，いくつかの健康関連体

力を向上させること，が明らかとなった．以上より，

宿題型体育授業は大学新入生の健康行動を促進させる

ための手段として機能することが示唆された．

3．宿題型体育授業への行動変容技法および身体活動

ピラミッド概念の導入と効果検証（7章－8章）

第Ⅲ部では，行動変容技法および身体活動ピラミッ

ド概念(COrbin&Lindsey,1997)を積極的に導入し

た身体活動増強プログラムを宿題型体葡受業で実践し，

－32‐

他の一般の体育授業との比較から，その介入効果を検

討したその結果，介入プログラムは，①主に休日の

日歩数の増加②低い強度から高い強度までの幅広い

強度の身体活動量の増加，③日常身体活動と健康関連

のエクササイズ（有酸素運動，柔軟運動，筋運動）の

実施頻度の向上，④筋持久力の向上，⑤運動セルフ・

エフィカシーおよび運動実践の恩恵知覚の強化，をも

たらすことが示された．以上より，行動変容技法と身

体活動ピラミッド概念の学習を豊富に取り込んだ宿題

型大学体育授業は，一般的な体育授業よりも，身体活

動関連の心理・行動・生理的変数への包括的な正の効

果を持つことが明らかとなった．

総括

大学生の健康づくり介入，とりわけ，身体活動増強

のための介入研究は国内外を含めて初期段階にあり，

大きな成果の上がっていないことから，本研究は重要

な知見を提出できたものと考えられる．近年，大学生

の心身の健康問題がクローズアップされているなか，

本論文では，身体活動・運動行動を変容させるために

さまざまな理論・モデルを援用しつつ，宿題型の体育

授業を通して身体活動の増強を図るとともに，運動行

動を規定する先行要因としての心理的変数への効果も

明らかにした高等教育の質保証を推進する今日の国

際的な流れにおいて，本研究が大学体育教育の質保証

に関する1つのエビデンスを提示したことは，意義あ

るものと思われる．
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学生テニス選手への自我機能分析に基づく心理トレーニング

中澤史（法政大学）

学位：博士（人間環境学）授与機関：九州大学

取得日:2012年3月27日指導教員：杉山佳生准教授

【研究の背段と目的】

アスリー|､が抱える心理的問題は多様であり

(鈴木,2001),技法学習を中心とするメンタルトレ

ーニング(以下,MT)のみでは対応できない相談内

容が散見される．このよ･)な現状において，昨今

ではアスリートの向己成長を意図した心理支援に

より諸問題の解決を'1指1－手法の必i要性が指摘さ

れている(Vealey,1988).ただし，そのような手法

を適用する場合，どのよ･うな理論的背景から自己

成長を捉えるのかを明確にすること，また現場の

指導者やアスリートが理解しやすい理論であり，

実践しやすいことが前提となる．このことについ

て検討した結果，本論文では，個々の|剴己成長を

自我発達の観点から客観視するための_l夫が施さ

れた交流分析理論にｲ''fF1し，その理論に依拠した

自我機能分析にﾉi略づく心理トレーニングを大学生

のテニス選手(以r,学生テニス選手)へ試みること

により，その効果について検討することを目的と

した．（第1章・第2章）

【結果・考察の概要】

l)学生テニス選手が内包する各自我状態が持つ

機能と役割を把握するため，性別および学年

別における競技成績と自我状態の関係につい

て検討したその結果，競技成績の優劣を規

定する自我状態，学年進行に伴い成長する自

我状態，他者との関係の構築やチームへの適

応に有効であると考えられる自我状態等が特

定された．（第3章）

2）上記の結果を踏まえ，学′Iもテニス選手が抱え

る心理的諸問題の解決を前提として自我機

能分析に腱づく心理トレーニングを期いた介

入調査を試みた．その結果，①自我機能分析

の実施は，自己理解を深め，心理的諸問題の

解決に資する自我状態を特定するための有効

な手がかりとなることが示された．②特定の

自我状態の成長を意図した取り組みは，競技

観や他者との関わり方の変化，日常生活での

自己管理に対する気づきの促進，そして競技

場面でのプレーの変化に資することが示され

た．③本トレーニングにおける各自我状態の

変容が，競技場面や対人場面で求められる

種々の心理社会的スキルの増強に影響する可

能性が示唆された．（第4章）

3）上記③を受け，競技場面での心理社会的スキ

ルとして心理的競技能力を，また対人場面で

の心理社会的スキルとして社会的スキルを取

り_上げ，自我状態とそれらの関係について検

討したその結果，総じて各自我状態は，そ

れらの心理社会的スキルに対して有意な影響

力をもつことが示された（第5章）

4）自我状態の変容と同期すると推測される上記

の心理社会的スキルの変化に着目し，本トレ

ーニングの有効性の検証，ならびにその取り

組みが活かされるプロセスの解明を目的とし

て事例検討を試みた．その結果①本トレー

ニングは，競技活動や対人関係に対するスタ

ンスの変化を生じさせ，他者との交流の促進

やパフォーマンスの向上に寄与していたそ

のことは，質問紙上における心理的競技能力

ならびに社会的スキルの得点の向上において

も認められ，本トレーニングが他の心理支援

と|司等の効果をあげることが示された②自

我状態とそれらの心理社会的スキルの関連様

－33‐



式について検討したところ，総じて第5章で

の結果が支持された．③本トレーニングが，

種々の心理的変化を促進し，競技活動や対人

関係への関わり方の変化に寄与する過程では，

今後の方向性の決定期→気づきの促進期→新

たな価値観の形成期，といったプロセスを辿

っていた．（第6章）

【総括】

本論文では，自我機能分析に基づく心理トレー

ニングが，学生テニス選手が抱える心理的諸問題

の解決に寄与し，心理的競技能力と社会的スキル

の増強にも資する有効な手法となる可能性が示さ

れた．近年わが国では，心理的競技能力はMTに

よって獲得されるという考え方が主流となってい

る(土屋ら,1998).また一方で，スポーツカウンセ

リングによる心理サポートの有効性も報告されて

いる(例えば，中込，2004)．しかしながら，ここで

の結果によって，それらの手法にくわえ，自我機

能分析に基づく心理トレーニングという新たな道

筋が示されたといえる．（第7章）

【今後の課題】

1)本トレーニングの効果についてさらに検討す

るには，他の競技種目やチームスポーツそし

て多様な年代への適用の拡大を通して，その

効果と限界について明らかにしていくことが

期待される．特に世代やプローアマの相違等

によって，本トレーニングにおける心理的側

面の変化に違いが生じるかもしれない．その

ため，多様な層を対象とした定量的検討なら

びに事例の積み重ねによって新たな知見を得

る必要がある．

2）本トレーニングによって増強を認めた種々の

心理社会的スキルが汎化された状況を確認す

るには，一定期間のフオローアップが不可欠
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3）

4）

である．

アスリート本人および現場の指導者による本

トレーニングの活用についての研究報告が期

待される．

今後は，コントロール群を設定することによ

り，介入群と比較･検討-ｵｰることが望まれる‘

付記：本論文は，様々な方からご支援，ご協力を

頂いた結果，完成に至りました．主指導教員とし

て長年のご指導を頂きました杉l_|_I佳稚先生，なら

びに的確なご指導を頂きました諸先碓方に心より

感謝申し上げます‐



マウンテンバイク技能習得のための感覚制御統合訓練

蝋澤拓也（十文字学園女子大学）

学位：博士（体育科学）授与機関：筑波大学

取得｢1:2012年3月23日指導教員：吉田茂教授

本研究は,jilll'l9にバランス維待しながら乗車する

マウンテンバイク(mountainbike:以下,MTB)

技能習得において,感'虻を鋭敏にし制御を洗練させ，

これらを統合させる感'虻制御統合i;lll純の学習促進効

果を検証することをII的とした．以下，章ごとに本

研究の着眼点および械I『､l･慨‘腿を述べる

第1章では,MTB技能の特徴および学習時の問

題点を議論した本技能'､満1Vには嘘'虻と制御の問題

がある．感覚の問題は，身体とMTBの制御に意識

が囚われるため､ド衡点を感党できないことである．

制御の問題は,*I:i'i(/)筋ﾉﾉのみを川いた末梢力堂系

制御によりバランスを肋してしまうことである．一

方，従来行われている!;l11i'li(以|ぐ，従来〕別訓練）で

は初心者は指導者からIj.えられる|､l加フィードバッ

クを基に練習を行う．しかし，この訓練では身体内

情報には注意がIAlきにくく身体外'i,'i報に囚われてし

まうため，付加フィードバックを何効利ﾊ1できない

ことに問題がある．そこでこれらの問題を踏まえ，

感覚と制御の統合モデル(Ik11)の観点から，技能

の熟達を促す訓練法を作成したまず平衡点感覚を

制御の基準として内部』,"I皇化させ，次に必要最小限

の力によって体枠と職境とが|:I1虹作用するように制

御する体幹技能系制御をj岬j息させ，これらの感覚と

制御が循環するように訓練1－る蝶覚制御統合訓練を

考案した．本論文では従来JWi;lll練と比較して，この

訓練法の学習促進効果を検討弓l-ることを目的とした

第2章では，前輪を浮かせ後'輪のみで走行するウ

ィリー技能習得を検討した．この技能は支持基底面

の重力線上に身体とMTBの合成瞳心を位置づける

ように動作寸一るたy),比II"l,lり肺的な平衡点を感覚し

制御するものである．その結果，従来咽訓練を行っ

た参加者は平衡点の感雌が分か｢』ず”腕の引きつけ

による前輪の引き上げや脚による一･､、ダリングのよう

な筋力に頼った動作によ〆って蝿想的な空間位置に前

輪の高さを維持しようと弓I－る制御感覚を持っていた

その制御様式は，小さな体幹後傾角のままペダル回

転数を増大させながら動作する末梢力量系であり，

この参加者は訓練後においても持続時間に変化がな

かった．一方，感覚制御統合訓練を行った参加者は

平衡点の感覚と制御を目標として身体内部に基準化

し，腕や身体の脱力感覚を維持しながら動的に体幹

部を動作させる制御感覚を持っていたその制御様

式は大きな体幹後傾角と低速で安定したペダル回転

数による体幹技能系であり，この参加者はこの訓練

によって持続時間が増大した．さらに，従来型訓練

後の参加者に感覚制御統合訓練を行った場合にも同

様の効果が確認されたことから，感覚制御統合訓練

は従来型訓練からの干渉効果がなく，従来型訓練後

にも効果のある訓練であった．

↓
↑

感覚制御統合訓練熟練段階

|鑿
感覚制御l鮠合

(内部モデル）

I
．統合ﾖI嬢′

一 一

（
内
部
華
準
）

感
覚
と
制
御
の
統
合
過
程

隠
陸
』

感覚 制御

ぐ
ぐ

I結合訓錬

厘騒函
拡大訓綴

園 ⑳⑬
園1感蹴と倒御の航含署苧ル

第3章では,MTB技能において最も多用するコ

ーナリング技能習得を検討した．この技能は身体と

MTBを内傾させるため，内傾角にあわせて変化す

る重心作用合力線.'二に身体とMTBの合成重心を位

置づけるように動作しなければならないそのため

ウィリー技能に比べ動的な平衡点と路面反力を感覚
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し制御する必要がある.そこで,荷重動作のような

より動的な要素を取り入れた感覚訓練と制御訓練に

加え，それぞれの訓練で狸得した感覚と制御を結合

させるための結合訓練を行った．その結果，従来型

訓練を行った参加者は，ハンドル操作を用い小さな

身体内傾角によって動作する訓練前と同様の末梢力

量系制御であり，訓練後においても走行時間に変化

はなかった．一方，感覚制御統合訓練を行った参加

者は，荷重による反力増大や路面反力に応じた制御

感覚のような結合した感覚と制御を用いた大きな身

体内傾角を伴う体幹技能系制御であり，従来型訓練

に比べ走行時が短縮した．体力指標である30m直

線走行時間において両群の全ての時期において変化

がなかったため，この走行時間の結果は体力向上で

はなく，技能の向上によるものだと考えられる．こ

の技能の向上は従来型訓練後にもみられたことから

感覚制御統合訓練は従来型訓練からの相乗．干渉効

果がなく，従来型訓練後にも効果のある訓練である

といえる

第4章では，積極的にタイヤを滑らせるドリフト

を用いることで素早い方向転換を行うドリフト技能

を検討した．この技能は，バランス維持に重要な支

持基底面である後輪がドリフ|､するためコーナリン

グ技能よりもさらに難度か商い本章では第3章で

行ったコーナリング技能を習得した後，ドリフトを

感知する感覚訓練とこれを制御するための制御訓練

を行ったその結果従来型訓練を行った参加者は，

車体内傾によってドリフトしてしまうことに対する

恐'布が抜けず，車体をあまり内傾させずにブレーキ

ングを用い，後輪を固定させるドリフ|､方略を報告

したその制御様式は，旋回距離が長くコーナー終

盤まで車体の方向が安定しないものであった．感覚

制御統合訓練を行った参加禍･は，横極的にドリフト

させることで早期に方向転換し，ドリフl､に合わせ

て自らの重心を乗せていく制御感覚を持っていた．

その制御様式は，短い旋凹距離が示すように安定し

たドリフトで方向転換を行うものであり，従来型訓

練に比べ走行時間が短縮したこの早い方向転換は

MTB技能において非常に蝋喫な技能であり，変化

に富んだ環境下で安定して安全に走行することがで
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きる．

第5章では，本軍ではダウンヒル技能??得におけ

る，感覚制御統合訓練の効果をMTB雄礎技能を段

階的に獲得させながら検討･した感党制御統合訓|練

の結果，参加者はウィリー，コーナリング，ドリフ

I､の各技能を習得した．そして，ダウンヒル技能に

おいて参加者は体枠技能系の制御様式移行を狸得し，

MTB歴10年の経験荷と|祠l様の走行llが間を示した．

このことは，平衡点の感党と制御が内部モデルとし

て参加者のバランス制御技能として構造化されたこ

とで予測的に制御できるようになったことを示唆し

ている．これらの結果より感'雌制御統合訓練は，ダ

ウンヒル技能習得の促進効果があったといえる

第6章では，これらの結果をまとめ総合的に考察

した．ウィリー技能習得において，感党‘訓|練によっ

て感覚が鋭敏化し，制御;lll練によって制御様式が体

幹技能系へ移行した．次にコーナリング技能習得に

おいて，結合訓練によって身体と蝋境との協応制御

を鍵得した．さらにドリフト技能習得において，統

合訓練によって支持）,Eklniの丁'測制御を習得した

感覚制御統合訓練は，これらのjA墜本技能を段階的に

獲得させ，感覚と制御を統合しIﾉ､j部モデルを排築さ

せることで，夕．ウンヒル技能洲押を促進させたと箒

えられる．結論として，感'虻制御統合訓練は，平衡

点感覚の内部基準化および体枠技能系のバランス制

御様式の煥得を促寸-ことができるため従来型訓練に

比べ短期間でMTB技能'，満い』を促進させる有効な：3ll

練法であり，動的バランス制御を含む様々な連動課

題の学習に応用可能な訓練法であるといえる．

付記：本論文作成にあたり，長年にわたってご指

導を賜りました筑波大学の11flfl茂教授，ならびに潰

重なご指摘をいただいた禰先生方に，この場をおか

りして心からお礼申し_I二げまず

1

’
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スポーツにおける「あがり」の発現機序に関する質的・量的研究

村･lIl学.と（金沢大学保健補理センター）

′､}ざ:位:|xIF-t('､稚術）授与.機関：広島大学

ll"{|:II:2012年3116日指導教員：関矢寛史准剃受

第1章先行研究の動向と課題，ならびに本論文の

目的

スポーツ場liliに』｡jける「")かし)｣1-t,特定の状況

下においてII.fiいノ、~ﾉｵー ｰー ､'ンスを綣揮し'kうと野ﾉﾉ

するにも関わら-I圏フレソン.1･-1こよってハフオー

マンスが低I､~I-ろ現鎮と定淀されており

(Baumelst(､l㈱l9Sl),I(*)かl)lの篭現磯l↑:を,税Iﾘ]

する有ノノな仮!税とし-ごぱ1搬的処蝿仮脱（(､､9．

Masters,1992)と注,葱散溌仮悦．処即蜜抑イ足仮説

(e.g.EyHL､11（k,1979)7jlif)ろこれ心U〕仮脱は注

意の変化にj1鴫づいて「‘ｳ)7)1I)ltr1説明＋ろ仮脱であ

り，先行研究の多くがこオll.J(ﾉ)仮‘税を実験I"1(jに検I証

しているしかし，′庭際U)ルljAjで'tじる「あがし)」

は多様な‘奥|ﾉ<|か椹合I'I勺に閼述-l-"S｣児錬であると号え

られ，注意の礎化以外d)甥|ﾉくlも間連している1I1能性

がある

ところで，‘だ験研究d）に)プにl,t1'Iり研究は仮I説検証

型であり，仮,説に含表れない‘甥Iklを研究対･袋とする

ことが困雌で〃)ろjﾐた‘だ1験で11･而強腿U)ノレ.ソシ

ャー状況をI11;j:M-l-ろﾆﾋリ)II<I雌さも.脂摘さオLている

さらに，先fj研‘先で(士I〃)"$l)」時の'軽化(･t･Iくされ

ているが変化IIII(/)|¥l係･l･'lに〃>いて仕lﾘlらかで(士ない

これらのI探題に九1･してイI劫ﾅI:F仏として蘭的研'先が

ある．質的研究I士仮説′|:IIRJIi'!(ﾉ)研究であしl′堤際の

「あがり」をX､|･襲にできろ(･fか，特定の仮,説に限定

せずに現象に|%l遮寸-る蝿I大lやI堤lﾉ<l間の|劉係'|'Iﾐを検討

できる．したかつ-ご’「あがり」を解Iﾘl-j-ろためには

質的研究を研究の初期段附で導入し，質的．l,t的研

究を相互補定的に川いる‘必‘堤か海)ろ．そこで本‘愉文

では，賀的・IItl'I(j研究のlil,i研によって「")がり」

を調べ，「あがり」リ)発現機ji･:を包Ⅲ噌的な祝,11Aからﾘ1

らかにした．

目的

1．実際のスホーツ場liliにｵjける「あかし)｣を対･象

とし，「あかし)」特ｲ1.〃)蛭化や礎化の関係‘|ﾉ|を質

的手法に､kって分析罰l-ろことで「あがり」の諾

現機序を解IV1-;l-ろ二と

2．「あがり」ソ)変化を蘭|川紙や‘兵験にk=)てI洲へ，

それらひ)変化|開l")関係‘|′'2を11tl'19派法に､k-)て検

討することで「あかし）｜け)発珊1機l↑:を解|ﾘける

こと．
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第2章研究1：「あがり」の発現機序の質的研究

ここでは「あがり」の関連要因や要因間の関係性

を髄的手法によって分析し，「あがり」の発現機序を

モデルとして提示することを目的とした．「あがり」

を体験した彼調査者13名に対して半構造化面接を

行い，データを帰納的に分析した結果，「ストレッサ

ー｣，「大会前コンディション｣，「個人特性｣，「非論

理的思一常｣，「ネガティブ感情｣，「安全性亜視方略｣，

「周･肋変化｣，「生理的覚醒水準の上昇｣，「身体的疲

労感｣，「知覚・運動制御の変化｣，「運動パフォーマ

ンスの低下｣，「対処方I略｣，「｢あがり」の悪循環」と

いう13浬因が生成された．そして，発現機序モデル

を術蕊した結果，パフォーマンスの低下を導く要因

には注慰の変化以外にも方略や知覚・運動制御の変
化,疵労感という要因があることが明らかとなった．

さらに「あがり」は術環的特質を有することが明ら
かとなった

第3章研究2：「あがり」の発現機序に関する因子

分析

ここでは多くの被‘淵盃誉を対象とし，第2章で得

られた要因および注意の変化を質問紙によって調べ

ることを同的とした．第2章の結果を踏まえて質問

紙を狐lﾖに作成し，290名の被調査者に対して質問

紙I淵在を行った．因子分併の結果「ネガティブな思

弩・感情｣，「運動制御の変化｣，「生理的覚醒水準の

上界｣,「コミュニケーション不全｣,｢神経症的性格｣，

「大会前コンディション｣，「体性感覚異常」の7因

子･が抽出された．そして，「運動制御の変化」が「生

理的覚醒水準の上昇｣や｢ネガティブな思砦･感情｣，

「体性感覚異常」と'.1.催度の相関関係にあることが

示されたこれらのことから、「あがり」時には心理

而，ノ|臭理面，行動面の変化が複合的に関連すること
で（フォーーマンスが低下するという柵造的特徴が示
された

第4章研究3：「あがり」の要因間の関係性

ここでは「あがりjに関連する要因間の関係性を

検討す~ることを目的とした．第3章で用いた質問項

目に対.して表現や内容の修｢Eを行い，535名の被調

査肖・を対象として間間紙洲査を行った因子分析の



結果,｢運動制御の変化と悪循環｣，｢身体異常感覚｣，

「知覚・認知的混乱｣，「内向性｣，「自己意識｣，「身

体重量感・脱力感｣，「意識的処理｣，「消極性｣，「身

体的疲労感｣，「安全性重視方略｣，「熱感」のl1因子

が抽出され，因子を潜在変数として共分散構造分析

を行った結果，8つの潜在変数による「あがり」の

機序モデルが示されたまず「自己意識」や「身体

異常感覚」が｢意識的処理」に影響し，「意識的処理」

が「運動制御の変化と悪循環」に影響する過程が示

された．また「知覚・認知的混乱」と「身体重量感・

脱力感」が「消極性」を介して「運動制御の変化と

悪循環」に影響することが示された．さらに「運動

制御の変化と悪循環」は「安全|生重視方略」からも

影響を受けることが示された．これらのことから，

運動制御の変化に対しては注意や生理的覚醒水準の

変化だけでなく，方略の変化が影響を及ぼすことが

明らかとなった．

第5章研究4：「あがり」の要因に関する実験研究

主観的報告に基づく第2－4章の結果を客観的デ

ータによっても検証するために実験を行った．ここ

ではプレッシャーが運動課題遂行時の心理面，生理

面，行動面に及ぼす影響と3つの領域の関係性を調

べることを目的とした25名の実験参加者をプレッ

シャー群と非プレッシャー群に分け，卓球のフォア

ノ､ンドストローク課題を行わせた．プレッシャーに

は報酬と再実験の偽教示を用いた．その結果，プレ

ッシャー群において安全性重視方略が採用され，さ

らには運動速度の低下，運動速度の変動性の低下と

いう運動学的変化が生じた．また，運動に対する注

意とラケット面のインパクト時の角度（下方向への

偏向),運動以外に対する注意とポール速度の変動性，

状態不安と運動速度の変動性の間に相関関係がある

ことが示されたこれらのことから，プレッシャー

下においては注意や状態不安の変化，安全性重視方

略運動学的変化が生じることが明らかとなった．

第6章総合考察

第2－5章（研究1－4）の結果，実際の「あがり」

場面を対象とした調査と実験の両方において，意識

的処理，生理的覚醒水準の増加，運動制御の変化，

安全性重視方略が「あがり」に重要な要因であるこ

とが明らかとなった．特に，『あがり」の発現機序モ

デルを構築した結果，安全性重視方略や運動制御の

変化がパフォーマンス低下に直結することや，運動

制御の変化が意識的処理や生理的覚醒水準の増加を

きっかけとして，知覚・認知・感情の変化や安全性

－38‐

重視方略を介して生じることか>]くされた‘これまで

「あがり」は注意の変化のみによってI説明されてき

たが，近年では運動学的変化がハフォーマンス低下

に直結する要因として指摘されている(I:I｣r1丁・関矢，

2006)．したがって，運動制御の変化が注意の変化や

生理面の変化のみならず，安全性電視方略という心

理面の変化によって生じるという本論文の結果は，

プレッシャーによって運動制御の変化が生じるまで

の一連の過程を示したといえる．特に，これまで方

略の変化がパフォーマンス低.1､~に影弾を及ぼす過程

は確認されておらず，「あがﾚﾉ」に関する先↑j研究に

対して新たな知見を加えた．

結論

本論文では，質的・亜的研究の両方によって，ス

ポーツにおける「あがり」に関連する要|』とlと要因|閏l

の関係性を検討した．そして「あがり」の発現機序

モデルを構築することによりパフォーマンス低下に

直接的な影響を及ぼす要因には運動制御の変化とい

う行動面の変化や安全性重視方|略という心理面の変

化があることを示した．さらに，それらの変化は意

識的処理という心理面の変化や生理的覚醒水準の増
加という生理面の変化の影響を受けることを示した

幽勤'．『！‐‐、'望“j低I

＋
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|Xl1スポーツにおける「あがりIの発現機序を示すモデル
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バドミントン選手におけるモチベーションビデオの実践介入効果

山崎将難（同立スポーツ科学センター）

′:撰位：博-1？（人間環境学）授与機関：九州大学

取得1.1:2011ff3月24日指導教員：杉山佳生准教授

NgnrUO14?；‘llJfnn唾

1.はじめに

本論文では，これ上でにir;l)れてきたモチベーション

ビデオ研究を概観し，それらd)研究ではⅢ競技スポーツ

現場で用いられているもり)(/),蝿諭的背餓やf:l･学的根拠

は明確ではなかったそ(/)ため本,愉文ではモチベー

ションビデオの研究を進y)ろにあたしj,モチベーション

ビデオ作製のためひ)理,論的根拠として，蔦(､1i-Inodeling

理論(DoWl-ick,1983,1991)を用いた_S(､11､-nlodeling

理論とは，自己のfIWJをビデオl古で純し)返し観察するこ

とによって，心蝿的側liliｵJ1こび1『動I'1り側1m(/)礎容をもた

らすというものである．従来ひ)s('li-n1()(1('lingjIM!論は，

臨床心理学髄域や陣',i児教行け)場miでlllいられることが

多かったが，二の舞('M･111()dt･11I19理論をスホーツ競技場

面に応用することとした．
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4モチベーションビデオの実践介入効果（第3章）

l)目的

第3章では,先行研究の知見,第1章の問題点を鑑み，

モチベーションビデオを「選手が自己選択した試合時

の自分自身の良いと感じるプレイ映像に選手自身が試

合前によく聞く音楽を付加した編集ビデオ」と定義し

た．この定義に則って作製したモチベーションビデオ

を対象となった選手個々人に試合時に様々なタイミン

グで提供し，視聴させることによる心理的側面および

パフオーーマンス側面への効果を検討することを目的と

した．

2）方法

(1)対象巷

【研究l】

｜<大学バドミントン部レギュラー選手10名（実践介入

群:平均年齢20.2±1.13歳,平均競技年数7.0±2.75年）

と,K大'学バドミントン部非レギュラー選手8名（実践非

介入群:平均年齢19.5歳±0.76､平均競技年数6.3±3.58

年)．

【研究2】

K大学バドミントン選手14名を無作為に割りつけた実

践介入群7名（平均年齢19.9±0.69歳平均競技年数4.6

i2.17年）と実践非介入群7名（平均年齢20.3±0.76

歳平均競技年数3.7±1.98年).

【研究3】

K大学バドミントン部レギュラー選手10名（実践介入

群:平均年齢20.2±148才,平均競技年数8.8±2.94年）

と,N大学,T大学のバドミントン部レギュラー選手9名

(実践非介入群：平均年齢20.4±133才、平均競技年数

2．予備的研究（輔1噸）

第1章では，これ腹で継験的に川いrJ加てきた手法に

準拠して，モチベーーションビデオの'蛾囎介人を↑了った．

その結果,1)他Ⅱlした尺嘆の問題点,2)使川した映像

の問題3)選手と研究荷の良いフレイリ)紹知の|:1I途に関す

る問題点があげ↓､ﾉれた．

3.PCIforモチベーションビデオリ)作成（館2軍）

第2章では，鋪’噸でﾙﾌげらｵ'た間l遡点を難み，モチ

ベーションビデオの心理的効果を測定い｢能な尺度を作成

することを目的とした

大学生競技者を対象に,PCI(猪俣,1996)を参考Iこ

モチベーションビデオ視聴による心理的効果を測定する

ために必要な4下位尺度を抽出し，探索的因子分析なら

びに検証的因子分析を行ったその結果，‘’‐ド位尺座’6

項目のPCIfol-モチベーションビデオという簡便な尺度

を作成することができた（表1)．
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合開始約1時間前として，心理的側面およびハフォーマ

ンス側面への効果を検討したその結果，心理的側面の

改善がみられ，パフオーーマンス側面についてもli'l上がみ

られた加えて，内省報告からもl虹前脚徳のようなネ

ガティブな意見はみられず，ホ．ジティブな意見のみが抽

出された．

6.4±3．24年)．

【研究4】

第3章研究1－研究3の実践介入に参加した大学生バ

ドミントン選手を対象

(2)心理的側面

第2章で作成したPCIforモチベーションビデオを

用いて評価を行った 4）御聴タイミング条件の差異の検討（第3寂研究‘1）

第3章研究4では,第3燕研究3までの知見を参考に，

第3章研究1－研究3のデータを用いて,y4なる捌聴タイ

ミング条件間での効果の差異の検討を行ったその結果，

心理的側面については，直前御徳およひ､試合1時間前視

聴が効果的であることが明らかになった（代表して，闘

志と競技失敗不安；図1－図2)．しかしながら，直前視

聴と試合1時間前視聴の差は明らかにならなかった．パ

フォーマン側面については，直前視聴も試合1時間前視

聴も，モチベーションビデオを御徳することによって，

パフォーマンス得点は向上している．しかし，試合1時

間前視のほうが，直前御聴より，パフォーマンス得点の

向上が大きいことが明らかになった（図3)．

ﾛ･ﾉさ錐介入騨口,曜馴･介入勝..･ﾉ1．．．001

(3)パフォーマンス側面

パフォーマンス側面については,ミスショットを｢バ

ックバウンダリーラインまたはサイドラインのアウト

ショット」「ネットにかけるフォルトショット」と定義

したうえで，（全ショット数一全ミスショット数）／

全ショット数×100として算出した．

(4)結果

第3章の結果および考察は，以下の通りである

1)試合直前視聴介入からの検討（第3章研究1)

モチベーションビデオを試合直前に視聴させることの

心理的側面への効果およびパフォーマンス側面への効果

を検討したその結果，モチベーションビデオ視聴によ

って，心理的側面の改善がみられ，パフォーマンスも向

上したしかしながら,本研究における問題点としては，

1）実践非介入群が試合に出場しない選手であったこと，

2）内省報告から，「モチベーションビデオ視聴タイミン

グが試合に近すぎて，気持ちだけか空回った気がする」

という意見があったことがあげられた．
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2）試合前日視聴介入からの検討（第3章研究2）

試合前日視聴介入では,第3章研究1の知見を参考に，

対象者を試合に出場する選手として，無作為に2群に割

り付け，実践介入群，実践非介入群としたまた，試合

直前のタイミングではなく，試合前日の夜にモチベーシ

ョンビデオを視聴させることによる心理的側面への効果

を検討することとした．その結果，モチベーションビデ

オ掘隠による心理的側面への効果は，卿民を挾んで約8

時間程度であり，それ以上あいてしまうと効果が消失す

る可能姓がある．
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3）試合1時間前視聴介入からの検討（第3章研究3）

試合1時間前視聴介入では，第3章研究2までの知見

を参考に，モチベーションビデオ視聴のタイミングを試
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6.モチベーションビデオの実用性を踏まえた実践介入研

究（第5章）

第5章では，モチベーションビデオの要素である，映

像のもつ心理的側面およびパフォーマンス側面への効果

を検討した．その結果，自己の試合映像（選手が考える

良いプレイ映働のみの視聴によっても，モチベーショ

ンビデオの実践介入とほぼ同様の効果があった．

5．モチベーションビデオ繩隠にkるパフォーマンス向上

メカニズムの検討("'lr;f)

1）質的アプローチによるモチベーションビデオ榔聴効

果の検討

第4章研究1では,第3章研究1－研究4で得られた量

的アプローチによる結果に弥吋-る補完的役割として質的

アプローチを行い，大学バドミントン選手の心理的側面

の変容過程および心理的側面とパフォーマンスの関連を

探った．その結果，大部分は鐘的アプローチの結果を補

完する形でモチベーションビデオ視聴による心理的側面

への効果が明らかになった加えて，心理的側面の向上

が媒介となり，パフォーマンス向上を導いた可能性があ

ることも示唆された（図4)

7．まとめ

本論文の一連の研究から，モチベーションビデオの実

践研究が競技スポーツ現場において選手の心理的側面の

改善およびパフォーマンスの向上に寄与すること，モチ

ベーションビデオの最も効果的な視聴タイミングは，試

合開始の約1時間前程度であることは明らかになったと

いえる.また,モチベーションビデオを作製する際には，

映像の側面が大きく寄与していること，さらには，モチ

ベーションビデオを視聴することによって，心理的側面

ならびにパフォーマンス側面を同時に向上させている可

能性があることが示された．本論文の一連の研究による

これらの知見は，競技スポーツ場面で戦っている選手に

とって，有効なだけではなく，競技スポーツ場面で指導

している監督やコーチ，スタッフなどにとっても有効な

手段であると考えられる．
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2)自己の映像視聴によるパフォーマンス向上メカニズム

の検討

第4章研究2では，第3章および第4章研究lの知見

から，モチベーションビデオ榔聴により，心理的側面の

向上が媒介となり，パフォーマンス向上を導くという仮

定されたメカニズムの検証を行った．その結果，映像が

心理的側面およびパフォーマンス側面に大きく影響して

いる一方で，心理的側面は媒介変数でないことが明らか

になった（表2)．
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V. 海外情報
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海外事情:ASPASP2014年大会の日本開催決定！

ASPASP(アジア南太f洋スホーツ心理学会）の大

会が、201･1年にn本で州雌さオLることが昨年の

ASPASP台湾大会il芋に,胚｣-tに決まりました。そこで、

本稿ではASl.)APの略史、台湾大会の様子、日本の開

催プランについて報{'『したいと思います．

ASPASPのI没立などについては前号で荒木香織先

生が紹介されていますか、1991年にオーストラリア

のメルボルンで第l11.!｣大会かIIM雌されました。その

後、1995年に件港、1999年に!II｢EI，2()03年に韓国、

2007年にタイで開催され､2011年の台湾大会が6回

目となります“これらd)大会には、多くの日本人研

究者が参加し、発炎してきたと思います－．また、藤

田厚先生が初代会堤、術恨公宏先碓がその後会長を

勤められるなど、ロ本の先ﾉ|;が学会組織に対しても

多大な貢献をされてきました,ASPASP学会大会も回

数を重ねるにごとに、参ﾉ川肖数、碓表数のlW加がみ

られ、また参加I主|数も次第に噸えてきています。研

究に関しても、アジア諸IIzIでのスポーツ心理学の発

展を背景に、髄の高い興飯な研究発表が増えている

と感じます。

さて、2011年ll月llll-15I_lの間に台湾の台北

市で開催された、第611'|大会に参加してきました。

大会には26の同から、390fiの参加がありました。

10名以上の参加があったmは6カ国で、1)地元台湾

139名、2)"r167名、3)11本46名、4)中国37名、

5)オーストラリア12名、6)タイ10名という順にな

っており、日本は3番flに参加の多い国でした。大

会直前にISSPの理事会が芥港で行われたこともあ

り、欧米の研究者も多く参加していました。

学会企画には、8つのキーノートをはじめ興味深

い企画が沢ll.1ありました。‐一般発表はオーラル77

演題、ポスタ－153演題であり、日本からも多数の

発表があり、また、東北大学の永山貴洋先生がポス

ター発表でアワードを受償するなど質の高い発表が

多かったように思います”会場のHowardC1vil

Servicell1ternationalllousGは、宿泊施設も兼ね

備えた快適な建物でした。会の進行もスムーズに行

われていたように思いますし、会場スタッフの対応

もとても親切丁寧で、台湾の大会関係者の心温まる

運営が印象に残りました。

2014年の開催国については、大会前日に行われた

MCミーティングで日本の誘致案についてプレゼン

45‐

磯貝浩久（九州工業大学）

させて頂きました｡次期MCになられた荒木香織先生

も同席されていて補足説明をして頂きました。誘致

案は、日本スポーツ心理学会理事会で了承されたも

ので、大会期間が2014年8月7日-10日、会場は東

京の代々木にあるオリンピック記念青少年総合セン

ター、参加見込み数はおよそ600名（うち200名程

度は同施設宿泊）等が概要となっています。また、

大会テーマはスポーツを通した絆ということで竹中

晃二先生が考えられた､''Strengthenlllgthebonds

withpeoplethroughsportandexercise"となり

ました。誘致案に対して、MCから様々な質問や意見

が出された後、無事に了承されました。その後の総

会で報告され、日本開催が正式に決定しました。最

終日に行われたバンケットでは、日本スポーツ心理

学会会長の石井源信先生が日本歓迎の挨拶をされ、

会場から温かい拍手が送られていました。このよう

な経緯で開催が決まり、これからは準備の段階に入

ります。ちなみに、学会は4年毎の開催なので、本

来は2015年になりますが、ヨーロッパスポーツ心理

学会と重複するなどの事情があり、世界から多くの

研究者に参加して欲しいという意図から、今回だけ

3年後となっているようです。

学会準備は､ASPASPの傘下に日本スポーツ心理学

会が位置づくため､日本スポ心のﾒﾝバｰが中心と

なって準備を進めていくことになるかと思います。

既に三木ひろみ先生が中心となり、会場や宿泊施設

の確保､学会HPの準備などへの取り組みが始まって

いますが、これから多くの準備の仕事が待ち受けて

いると思います。われわれ体育心理専門領域会員の

多くは､日本スポ心の会員でもあると思いますので、

皆で職極的に協力していければ良いと考えています。

最後に、ASPASPを開催することは、これまでアジ

アの主な国が開催しているという歴史を振り返ると、

日本の責務のように思われます。しかし、単に義務

的に開催するのではなく、アジア各国から参加する
研究者に心から喜んでもらえるような、ホスピタリ

テイ溢れる大会にすることが大切だと感じます。そ

して、海外というととかく欧米に目が向きがちな私

たち日本人にとって、2014年の大会を期にアジアの

研究者との交流が深まることを期待したいと思いま

す。
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日本体育学会第63回大会案内Ⅵ．
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日本体育学会第63回大会

体育心理学専門領域（専門分科会）の企画

1.プレセミナー（企画委員会）

日本体育学会第63回大会のプレセミナーでは、竹村りょうこ氏を講師にお招きし、自己成長を図るこ

とを意図した大学体育のテニス授業の進め方について、講義と実技の講習会を企画致しました。先生に

は、授業や試合などでのご自身の体験や経験に基づき話題を提供していただき、テニス指導におけるさ

まざまな問題や課題を提起していただきます。そして参加者の皆さんとともに「自己成長を図るテニス

授業」について誰i論を深めたいと思っています。また実習では、東海大学のテニス部の学生さんの協力

で、高度な技術でのテニスの授業の進め方と楽しみ方はもちろん、初心者の方でもテニスの授業ができ

る内容で、レッスンや工夫されたケームのやり方を指導して頂きます。皆さんのご参加をお待ちしてお

ります。

（熱中症などの対策には、万全を期して実施しますが、ご自身の体調管理も万全でご参加下さい）

テーマゥ自己成長を図るテニス授業の進め方一競技スポーツと生涯スポーツを結ぶ一

日時平成24年8月21日（金）

13時-14時30分諦義（講義のみのご参加も可能です）

15時-17時30分実習

18時一懇親会（懇親会のみのご参加もお待ちしています）

［（識義．実習・懇親会への参加申し込みは、別紙でご案内致します。］

場所東海大学テニスコート（3－4面）

講師竹村りようこさん（慶應大学SFC大学院政策・メディア研究科博士課程）

講師の紹介

8歳よりテニスを始め､数々の輝かしい戦歴を飾っておられます｡現役の頃は､自らカップ戦を開催し、

またスクール．コーチ業もこなすなど積極的にテニスの普及に努めて来られました。現在は、慶應大学

SFCの博士課程にて「スポーツ集団」に関する研究に専念しながら、東海大学のコーチならびに大磯ジュ

ニアアカデミーのテニススクールの校長を務められています。また非常勤として、慶應大学にてテニス

の授業を担当されています。

<主な戦績〉

2003年全日本テニス選手権大会（ダブルス準優勝）

2004年AIGジャパンオープン出場、全豪オープンダブルス出場

2005年ゴーセンカツプ（ダブルス優勝）セキショウ国際女子オープン（ダブルス優勝）

毎日トーナメント（ダブルス優勝)、軽井沢国|際女子オープン（ダブルス優勝）

東レパン．パシフィック．オープン・テニス（ダブルスベスト8）

2006年東レパン・パシフイック・オープン・テニストーナメント(WTAツアー出場）
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Ⅱ．学会大会の日程；学会委員会

8月22日（水)10:30～11:50口頭発表I(3会場)1会場:3減題(15分発表+35分討論）

12:00～12;50理事会（理事の先生はご参集下さい）

13:00～14;00キーノートレクチャーI

ロンドンオリンピックに向けたJISSの心理サポートの取り組み（仮題）

演者：立谷泰久（国立スポーツ科学センター）

司会者；西田保（名古屋大学）

14:10～15:40ポスター発表I

8月23日（木）09：30～11：10口頭発表Ⅱ（3会場）1会場：4淡題(15分発表+40分討論）

llt20～12;00総会

13:00～14:00キーノートレクチヤーⅡ

体育と心理社会的（スキル）教育

演者；杉山佳生（九州大学）

司会者；磯貝浩久（九州工業大学）

8月24日（金）09：30～1l:30シンポジウム：動きをみる－指導に活かす観察の視点一

司会者；関矢寛史（広島大学）

演者ク中本浩輝（鹿屋体育大学）

身体でみる一指導と運動学習一

演者；松尾知之（大阪大学）

野球の投球動作の指導における着眼点に関する研究

演者；山崎朱音（静岡大学）

ダンス指導者の動きをみる観点と発言に至る思考過程に関する研究

13＃00～14：30ポスター発表Ⅱ

【会場は、学会大会プログラムでご確認ください。時間・演題は編集時のもので当日に多少の変更があるかも

しれません】
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Ⅶ。 事務局報告
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出席者：中込

手塚

欠席者：石井

四郎、

洋介、

源信．

平成23年度体育心理学専門分科会第2回理事会議事録

日時平成23年9月25日（日)12:10～12:50

場所鹿屋体育大学卓球場

荒木雅傭、伊藤豊彦、橘本公雄阿江美恵子、岡澤祥訓、

安田友紀

磯貝浩久、菅生潰之、関矢寛史、西田保、山本裕二、

挨拶（中込IILI郎会長）

報告事項

1当期役員（任期：平成23年4月1日から平成25年3月31日）

会長推蛎にて、手塚・荒木が理事となり、事務局を引き継ぐ旨が荒木理事長より報告された。

2 平成23年度事業報告

総会次第に沿って、荒木理事長より以下の報告がされた。

1）第1回理事会平成23年4月3日（日）に東京工業大学会議室にて開催

2）日本体育学会第62回大会における専門分科会活動（学会大会委員会）

鹿屋体育大学にて開催、一般発表：発表総数68（口頭発表8、ポスター発表60)

シンポジウム、キーノートレクチャー1･2、総会、理事会

昨年度より発表数が20減少した旨もあわせて報告された。

3）新学会大会発表コード表を今年度より運用

4）体育心理専門分科会会報23号（通巻51号）を8月8日付にて発行（広報委員会）

5）体育心理専門分科会50周年記念誌の編纂について

5月より執筆依頼を開始し、編纂の作業を進めている旨が報告された。

6）その他庶務および会計業務

(1)会員異動平成22年8月現在648名から微増し、平成23年8月現在652名になったことが

報告された。

(2)第2回理事会平成23年9月25日鹿屋体育大学・卓球場にて開催

(3)田中美吏先生が学会奨励賞を受賞された事が報告された。

(4)次々 年度の大会が立命館大学(びわこ草津キャンパス)にて9月6．7．8日にて開催されるこ

とが本部臨時総会にて決定したことが報告された。

審議事項

1.平成23年度決算中間報告（平成22年9月から平成23年9月分）

手塚理事より、決算中間報告がなされ、承認された。

支出部分科会会報関連費用謝礼において、シンポジウム演者の中村先生は他分科会のため、’0,000

円の謝礼を追加する事になった。

2．平成24年度予算案
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3

手塚理事より予算案の説明がなされ承認された。

総会においては本部から指定された形式ではなく、今までの形式で報告する事になった

本部から女性理事の登用において指示があったため、

その他

荒木理事長より、以下の報告があり、承認された。

1）男女会員比率について

第三次男女共同参画基本計画に基づき、本部から女性理事の登用

事務局で原案を作成し、次期理事会にて審議する事となった。

2）平成23年度総会の開催

(1)議長の選出：議長は鹿屋体育大学森司郎先生が選出された。

(2)総会次第：総会次第(案)が承認された。
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平成23年度体育心理学専門分科会総会議事録

I｣時；平成23年9月27日（火）11：35～12：15

会場：鹿屋体育大学卓球場

1.開会の辞

荒木理事長より総会を|淵催する旨の開会の辞があった。

2．会長挨拶

中込会長から挨拶があった。

3．議長選出

総会議長に、鹿屋体育大学の森司郎氏が選出され、議事に入った。

4．報告事項

荒木理事長より、礎料に沿って以下の報告が行われた。

1）当期役員（任期：平成23年4月1日から平成25年3月31日）

会長中込四郎

理事長荒 木雅信

理事西田保，伊藤豊彦，関矢寛史（学会大会委員）

橘本公雄，石井源信，阿江美恵子（企画委員）

岡澤祥訓，山本裕二，磯貝浩久，菅生貴之（広報委員）

菅生貴之，手塚洋介（庶務・会計委員）

監事津田忠雄，東山明子

幹事安田友紀

2）平成23年度事業報告について

(1)第1回理事会平成23年4月3日（日）に東京工業大学会議室にて開催

（2）日本体育学会第62回大会における専門分科会活動（学会大会委員会）

鹿屋体育大学にて開催、一般発表：発表総数68（口頭発表8、ポスター発表60）

シンポジウム、キーノートレクチャー’、2，総会、理事会

(3)新学会大会発表コード表の運用（資料1）今年度より適用

(4)体育心理専門分科会会報の発行（広報委員会）23号（通巻51号）の発刊

8月8日付

(5)体育心理専門分科会50周年記念誌の編纂について

荒木理事長より、以下のスケジュールにおいて作業を進められていると報告があった。
【スケジュール】

5月上旬；執筆分担の決定・執筆依頼（執筆作業）

9月17日（土）；原稿の締め切り

9月下旬から；編集作業

12月下旬ゥ執筆者校正の完了

1月上旬；最終校正（事務局）

2月中一下旬；印刷所へ入稿
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3）

4）

3月；発送

(6)その他庶務および会計業務

会員異動平成23年8月現在652名

平成22年8月現在648名

第2回理事会平成23年9月25日鹿屋体育大学・卓球場にて開催

その他

荒木理事長より以下の報告がなされた。

(1)奨励賞受賞：田中美吏・山本剛裕・関矢寛史(2010)プレッシャーがボールバウンド課題に及

ぼす影響．人間工学,46,102-110.

(2)本部総会にて、第三次男女共同参画基本計画に基づき、女性の益川を械極的に進めるよう話題

に上がったため、本分科会においても、平成26年度の役員選挙改進をめざし、理小言会で検討

していくことが報告された。

5．審議事項

1）一般社団法人への移行に伴う本専門分科会の位置づけについて

荒木理事長より、以下の報告があり、承認された。

「日本体育学会体育心理学専門分科会」を「体育心理学専門分科会」として、日本体育学会の協力団体

と位置付ける。一般社団法人への移行伴い、分科会の予算および決算は本部の指定様式での処理が求め

られている。そこで本分科会においても、平成24年度以降は様式を変更する。現ｲ丁からの変更は、収

支報告書の内訳と会計期間（4月から翌年3月までの1年間）の2点である。様式の変更に伴い、今期

の会計期間を半年延長して平成22年9月から平成24年3月までの1年半とする〔，

［1号議案は、平成23年度第1回理事会で審議承認されたので、総会の辮識と1－る］

2）平成22年度決算中間報告（平成22年9月から平成23年9月分）

手塚理事より資料2に基づき平成22年度の決算中間報告について説明がなされ、承認された。

3）平成24年度事業計画について

荒木理事長より、次年度の事業計画について説明がなされ、承認された。

(1)日本体育学会第63回大会における企画運営（学会大会委員会）

東海大学にて開催ゥ平成24年8月22日（水）～24日（金）

一般発表、シンポジウム、キーノートレクチャー1･2、総会、理事会を企画

（2）プレセミナー・懇親会の企画運営（企画委員会）

（3）体育心理学専門分科会会報第24号（通巻52号）の発行と専'1ﾘ分科会I-IPの充実と活用（広報

委員会）

4）平成24年度予算案について

手塚理事より、資料3に沿って予算案について説明がなされ、承認された。

6．議長退席

議長より総会の終了が宣言された。

7．閉会の辞

荒木理事長より、閉会が宣言された。
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平成24年度体育心理学専門領域第1回理事会議事録

日II寺平成24年年4月1日(日)13:00～13:50

場所東京工業大学大岡山キャンパス西9号館7階会議室

出席者中込(会腱)、荒木雅卜了(理事長)、阿江美恵子、石井源信、磯貝浩久、伊藤政信展、岡澤祥訓、菅

生、関谷寛史、手塚、西'11保、山本補二、

欠席者橘本公雄

挨拶(中込会長）

分科会から専|'Ij伽城に"!称が礎更。昨ｲ1三度50周年記念誌を刊行し、新しい会にしていかなければならな

い。体育学会での体育心理独自の専II11性の再確認の必要性がある。

＜報告邪項＞

1委員会報告

1)庶務・会計委員会

(1)会員の異動

(2)庶務・会計委員会

菅生理事より、決算報告がなされ承認された。

支出を減ら寸~ために平成24年度の予算案を見直し、理事会の開催回数、人数について検討がなされ
た。

(3)一般社団法人への移行について

阿江理事より以下の通りに報告があった。専門分科会から専門領域に名称変更。学習指導要領に

体育学会が取り組んでいく見込み。専門領域の活動は、学会におけるシンポジウムの主催が主な仕

事であったが、今後、専門領域の果たす業務内容、役割が変容していく可能性がある。体育心理学

専門領域の独自性を出していくことが今後必要であろう。
2)広報委員会

(1)会報24号・の編集状況と発刊

冊子として配布するだけでなく、PDF化しホームページに掲載することが、山本理事より提案が
あり、承認された。

2．特別委員会(50年記念誌編集委員会）

1)50年記念誌の発刊について

荒木理事より記念誌発刊の報告があった。
3．その他

く審議事項＞

1．庶務・会計委員会

2．企画委員会

(1)第63回大会の企画について

石井理事より企画について以下の説明がなされ、企画が承認された。「自己成長を図るテニス授業」
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う

3

4

5

といったテーマで、講義と実習で議論を深めていく予定。専門領域プレセミナーに|郷して、事前申し

込みの必要があるか否かについて議論され、ホームページ上に掲救し、'11:liii'l】し込みが行われること

に決定した。実技の参加者は体育心理学専門領域の会員を優先的に参加受け入れる〃針．プレセミナ

ーに参加する(手伝いをする)学生に対しての謝金について議論され、企画委員会で決定されることと

なった。

学会大会委員会

西田理事より以下の提案がなされ、承認がなされた。

シンポジウム「動きをみる～指導に活かす観察の視点～」といったテーマで、心理学以外の専門学問

領域を含めた演者を予定している。

キーノーI､レクチャー「ロンドンオリンピックに向けたJISSの心理サポートの取り組み(仮題)」「体

育と心理社会的(スキル)教育」の2題を予定している。

口頭発表に関しては、通年通りの時間スケジュール(3演題×15分十35分討論)でMH催するが、来年度

以降は発表時間に関して検討が必要。

東日本大震災による学会会員のその後の被災対応状況調査について

荒木理事より説明がなされた。

次回理事会日程平成24年8月22日（水）12時から12時50分

場所東海大学
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<総会次第＞

1．i冊i会の辞

2．会長挨拶

3．縦長選出

日本体育学会体育心理学専門分科会

平成23年度総会資料

平成23年9月27日（火）

会場；鹿屋体育大学卓球場

4．報告事項

1）当期役員（任期；平成23年4月1日から平成25年3月31日）

会長中込四郎

理事長荒木雅信

理事西田保，伊藤豊彦，関矢寛史（学会大会委員）

橋本公雄，石井源信，阿江美恵子（企画委員）

岡澤祥訓，山本裕二，磯貝浩久，菅生貴之（広報委員）

菅生蛍之手塚洋介（庶務・会計委員）

監事津田忠雄，東山明子

幹事安田友紀

2)2011年度（平成23年度）事業報告について

（1）鋪1回理事会開催;2011年4月3日（日）東京工業大学会議室

（2）日本体育学会第62回大会における専門分科会活動（学会大会委員会）

鹿屋体育大学にて開催，一般発表；発表総数68（口頭発表8，ポスター発表60）

シンポジウム，キーノートレクチャー1．2，総会，理事会

（3）新学会大会発表コード表の運用（資料l)

（4）体育心理学専門分科会会報の発行（広報委員会）

会報第23号（通巻51号）を2011年（平成23年)8月8日付で発行

分科会HPを随時，更新

（5）「体育心理学専門分科会50周年記念誌」の編纂について

【スケジュール】5月上旬；執筆分担の決定・執筆依頼

9月17日(zt);原稿の締め切り

9月下旬から；編集作業
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12月下旬；執筆者校正の完了

1月上旬；最終校正（事務局）

2月中一下旬5印刷所へ入稿

3月；発送

（6）その他庶務および会計業務

①会員異動2011年8月現在652名

2010年8月現在648名

3）第2回理事会開催;2011年（平成23年)9月25日

4）その他

鹿屋体育大学・卓球場

5．審議事項

l)一般社団法人への移行に伴う本専門分科会の位置づけについて

「日本体育学会体育心理学専門分科会」を「体育心理学専PI1分科会」として、「1本体

育学会の協力団体と位置付ける。一般社団法人への移行伴い、分科会のr節および決

算は本部の指定様式での処理が求められている。そこで本分科会においても、、Iz成24

年度以降は様式を変更する。

現行からの変更は、収支報告書の内訳と会計期間（4月から翌年3月までの1年間）

の2点である。様式の変更に伴い、今期の会計期間を半年延長して平成22年9月から

平成24年3月までの1年半とする。

［1号議案は、平成23年度第1回理事会で審議承認されたので、総会の審誰とする］

2)2011年度決算中間報告（平成22年9月から平成23年8月分)(資料2)

3）2012年度（平成24年度）事業計画について

（1）日本体育学会第63回大会における企画運営（学会大会委員会）

東海大学にて開催う2012年（平成24年）8月22日（水）～24日（金）

一般発表，シンポジウム，キーノートレクチャー’・2，総会，理事会を企画

（2）プレセミナー・懇親会の企画運営（企画委員会）

（3）体育心理学専門分科会会報第24号（通巻52号）の発行と専門分科会HPの充実

と活用（広報委員会）

4)2012年度（平成24年度）予算案について（資料3)

5）その他

6．議長退席

7．閉会の辞
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<資料1〉

体育心理学専門分科会･新コード表

E罰， 綱 ll目｜局宮窪鍔
理論30 0
歴史 3 0 11

研究方法論3021
その他3031

運動制御310

運 動 学 習 3 11

認知情報処理312
認知訓練313

技能評価･フィードバック314
学 習過 程･ 練習 法3 15

その他316

1スポーツ･運動参加320

運動の楽しさ･運動嫌い32 1

内発的動機づけ322
達成目標323

覚醒とパフォーマンス324

原因帰属325

その他326

パーソナリティテスト330

自我･自己概念331
自己実現･個性化332

パーソナリティ特性と適性333
パーソナリティ形成(変容･発遊）334

運 動 ･ ス ポ ー ツ 行 動 3 35

態度336
その他337

集団特性340

リーダーシップ341
ライフスキル342

社会性と社会的影響343
ジエンダー344

対人認知･影響34 5
コミュニケーション34 6

チームビルディング34 7
その他348

E罰■■■踊■■■’目｜官＝監塞
発 連 発 達 段 階 3 5 0 1

身体と運動の発達351

運 動遅滞352

認知情動ﾉ発達353

社会的発達354

ライフサイクル355

運動と遊び356

その他357

指導実践個人差･学習者の特性360

体育指導者361

スポーツ指導者362

ゲーム分析364

指導効果365

指 導言語366
，体

学習指導行動の観察･分析367
育

その他368

&健康心廻〆ﾝﾀﾙﾍﾙ〆，フ,
学心理社会的効果371

ストレスマネジメント372

疾病(生活習慣病)予防373

運動行動の決定因374

行動変容･介入375

運動処方376

その他377

心理支援心理査定･診断380

適応(個人･集団）381

問題(問題行動）382

カウンセリング383

心理療法384

運動療法395

キャリアﾄランジシヨン396

その他397

原理 発 達

運動学習

指導実践

動機づけ

！
体
育
心
理
学

健康心理

パーソナリティ

心理支援

社会心理

１
１

|－
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平成23年度決算報告(中間報告）＜資料2＞

平成23年度決算報告(中間報告)(自平成22年度大会･総会至平成23年度大会･緯会同

O収支決算書

画｜

風’
’ 款 項目 ｜予算｜決卿｜’ 差

収入の部

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(日）

740.500

1,242.515

1.983-015

768.730

1,242,515

2011－245

Ｕ
Ｏ
Ｏ

Ｊ
３
Ｚ
２
５
８
Ｚ
２

△
△

’
1

支出の部

当期支出合計(c）

次期繰越収支差額(B)-(C)

支出合計

1.172.000

811．015

1－983－015

1.081.334

929．911

2011－245

90，666

△118，896

28－230

I

’
○収入の部

紋 項目

隠豐罪
決算蝋||差甜i
…号1ー

倣考

前年度繰越金

年度会費 1千円×627名

会口数652名(納入率96.2%）

600－000 627－000 △27－000

･郵便貯金(利息）

･体育学会専門分科会補助金
一
函
一
一

睡
皿
睡
函

■
四
■
■

一
睡
一
》 ｌ

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

’

○支出の部

款 項目

小計

印刷費

会報送料

原稿料

閲礼(会報発行作業補助）

小計

謝礼〈演者司会）

会員外交通費補助

ブレセミナー会場使用料

ブレセミナー演者盟親会費

謝礼〈写真撮影･大会運営）

シンポジウム打ち合わせ補助

外部講師等招聡費用

各權記念事業のための積立愛用

郵送費,色紙代‘文具等

文具､コピー菱､理砺会弁当代等

理事会委員会開催等費用
会員･理事迦絡費

＝霊ヨ
477000

300,000

52000

120.000

5．000

130,000

80．000

5．000

10．000

15．000

10．000

10．000

200.000

50‘O00

0

110，000

200，000

5Ⅱ000

1172，000

811015

1 …

■
三
一
一
△
一
△
｜
△
△
’
一
一
二
一
△
二
△
一
△
一
一
△
一
■

麺
岬
岬
岬
唖
岬
》
岬
姻
０
岬
０
皿
０
０
弛
秘
鋤
岬
岬
翻
》

差額｜倣考

37，610会報露23号の発行

57，450

11,200510通×80円

35.0005千円×31名

3,960補助肴へのお茶代

6，080

25，000

21．680

10．000

11．000

10．000

9，600

200‘000

50，000

33,600前年度分の色紙代

31，176

183，060

5．380

90，666

118，896

47157I

’
分科会会鰕関連費用

シンポジウム等関連経費

･分科会50周年記念特別事業費

･記念事業誼寸余

･役員選挙実施費

･事務局事務費

･会臓費

･通信豊

・当期支出合計(c）

･予備費(B)-(C)

O支出合計 ロ
△は超過

零会員散昨年度648名から652名へと4名増

平成23年8月24日

(尚平成24年3月末迄にr分科会会報関連費用｣’「シンポジウム等関連経費｣および｢分科会50周年記念特別小乗｣として約70万円を支出予定曇）
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平成24年度予算案＜賀料3＞

平成24年度予算案(自平成24年4月至平成25年3月）

○収入の部

|前年度繰越金
軟

・年度会幾

・郵便貯金(利息）

i･体育学会専門分科会補助金

|･役員選挙実施識用補助金
|･当期収入合計(A)

'○収入合計(B)

前年度決算

1,242.515

627.000

130

141.600

0

1768.7301

1…’

項目 予算案’
929．911

600.000

200△

140.000

50,000△

… 閥

『元而T｢「

説
名

圏
岬
亜
沁
一
岬
凧
一
魎
咽I

○支出の部

款 項目

印刷謎郵送料会報作成補助壷等

印屈'1fi

会報送料

原稿料

謝礼(会報発行作業補助）

小計

謝礼(演者･司会）

会員外交適役補助

ブレセミナー会場使用料

ブレセミナー演者懇親会役

謝礼(写真撮影･大会運営）

シンポジウム打ち合わせ補助等

外部講師等招膀愛用

各種記念事巣のための積立費用

郵送饗‘色紙代,文具等

文具コピー徴

理事会委員会開催篭用

会員･分科会役員連絡謎等

前年度決算

439.390

242550

4q800

155.000

1.040

136.080

105.0001

26.6801
01

4.000

01

400

0

0

33,600

78,824

383.060

10，380

1.081,334

929'911

2011.2451

予算案I
470.000△

250,000△

55.0004

155‘000

10，000△

90．000

30.000

40,000△

10,0004

5,000△

0

5．000△

0

0

100.000△

10，000

440.000△

20，000△

1130．000△

590,111

犀 ■

函説明

30.610会報蕊24号発行

7‘450

14．200

0

8．960

46‘080

75．000非会同,非分科会員が対象

13.320非会員が対象

10．000

1,000

0

4，600

0

0

66,400

68，824

56,940旅賛交通費･弁当代等

9.620

48,666

339‘800

…

分科会会報関連謎用

シンポジウム等關迺経謝

１
１
１
１

|･分科会50周年記念特別事業喪

|･記念事業積立金
'･役員選挙実施識

･事務局事務斑

･会議費

･通信鈍

・当期支出合計(c)

･予備封(B)-(C)

○支出合計
呂＝＝＝＝＝＝

△は超過
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編集後記

体育心理学専門分科会報第24号をお届けいたします。広報委員長として主な仕事は

会報の発行ということです。昨年もそうだったのですが、専門分科会のある大阪体育大学

の事務局の皆様に殆どの作業をお願いしてしまいました。また、多くの会員の皆様にl'tlE

な原稿をいただき、感謝しております｡特に今号は博士論文紹介が5編掲赦されています。

こんなにも多く方が博士論文を書かれたのかと麓くとともに、体育、スポーツ心理学の有

益な知見が生産されていることに感激しました。博士論文だけでなく、会員の皆様の努力

によって生産された研究成果が体育やスポーツの指導現場で用いられるように広報活動を

充実しなければと反省しております

今年はオリンピックがロンドンで行われます。一昔前は日本の選手は大きな大会では

実力が発揮できないと心理的な弱さが指摘されていました。しかし、現在ではそのような

指摘を受けることは少なくなりました。ロンドンのメダルを支える体育・スポーツ心理学

の研究成果を実感できるのではと期待しています。会員の皆様方のご活躍により、体育心

理学の一層の発展を祈念します。

広報委員会委員長岡灘祥訂|’
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